
室
賀
清

徳

◉
雪 

朱
里
　
著
作
一
覧

1
『
文
字
を
つ
く
る  

9
人
の
書
体
デ
ザ
イ
ナ
ー
』
誠
文

堂
新
光
社
／2010

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
：
山
口
信
博
、
デ
ザ
イ
ン
：
大
野

あ
か
り
、
撮
影
：
雨
宮
秀
也
、
印
刷
：
大
熊
整
美
堂
、
製

本
：
岡
嶋
製
本
工
業

私
た
ち
の
思
い
を
伝
え
る
の
に
不
可
欠
な
「
文
字
」

を
つ
く
っ
て
い
る
人
々
が
い
る
―
。
9
人
の
書
体

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
聞
く
文
字
へ
の
思
い
、
書
体
の
つ
く

り
か
た
、
組
み
見
本
。
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
書
体
誕

生
の
背
景
が
わ
か
る
一
冊
。

［
登
場
す
る
書
体
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
書
体
］
鳥
海
修
：
ヒ
ラ
ギ
ノ

シ
リ
ー
ズ
、
游
書
体
シ
リ
ー
ズ
、
流
麗
仮
名
、
文
麗

仮
名
、
蒼
穹
仮
名　
杉
本
幸
治
：
三
省
堂
書
体
、
晃

文
堂
明
朝
、本
明
朝　
鈴
木
功
：AXIS

フ
ォ
ン
ト
シ

リ
ー
ズ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
フ
ォ
ン
ト
、
金
シ
ャ
チ
フ

ォ
ン
ト  

西
塚
涼
子
：
か
づ
ら
き  

大
平
善
道
：ZEN

オ
ー
ル
ド
明
朝
、ZEN

角
ゴ
シ
ッ
ク  

片
岡
朗
：
丸
明

オ
ー
ル
ド
、iroha gothic

、丸
丸gothic

小
林
章
：

CLIFFO
RD

、Neue Frutiger　

小
宮
山
博
史
：

日
本
の
活
字
書
体
名
作
精
選　
小
塚
昌
彦
：
毎
日
新

聞
書
体
、
新
ゴ
、
小
塚
明
朝
、
小
塚
ゴ
シ
ッ
ク

2
『
活
字
地
金
彫
刻
師
・
清
水
金
之
助  

か
つ
て
活
字
は

人
の
手
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
て
い
た
』（
活
版
印
刷
版
）
清

水
金
之
助
の
本
を
つ
く
る
会
／2011

（2022

年
、電
子

版
刊
行
）

聞
き
書
き
：
雪 

朱
里
、
写
真
：
池
田
晶
紀
、
装
幀
：
名
久

井
直
子
、
校
閲
：
小
塚
昌
彦
・
髙
内
一
、
編
集
：
津
田

淳
子
、
本
文
活
版
印
刷
：
内
外
文
字
印
刷
、
口
絵
オ
フ
セ
ッ

ト
印
刷
：
明
和
堂
サ
ン
・
ケ
イ
、
製
本
・
製
函
：
博
勝
堂
、

題
箋
組
版
・
印
刷
：
三
木
弘
志
（
弘
陽
）

活
字
地
金
彫
（
種
字
彫
刻
）
と
は
、
活
版
印
刷
で
使
わ

れ
る
活
字
の
も
と
と
な
る
種
字
を
、
鉛
・
錫
・
ア
ン

チ
モ
ン
の
合
金
で
あ
る
活
字
材
に
原
寸
・
左
右
逆
時

で
じ
か
に
凸
刻
し
て
い
く
技
術
の
こ
と
。
岩
田
母
型

製
造
所
を
中
心
に
、
種
字
彫
刻
を
手
が
け
た
清
水
金

之
助
の
魅
力
的
な
語
り
口
を
そ
の
ま
ま
に
、
聞
き
書

き
を
ま
と
め
た
一
冊
。

［
登
場
す
る
書
体
］
具
体
的
な
書
体
は
登
場
し
な
い
が
、

清
水
は
岩
田
母
型
製
造
所
な
ど
の
仕
事
を
手
が
け
て

い
た3

『
ぼ
く
の
つ
く
っ
た
書
体
の
話  
活
字
と
写
植
、
そ

し
て
小
塚
書
体
の
デ
ザ
イ
ン
』
小
塚
昌
彦
著
／
編
集

担
当
／
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
／2013

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
：
太
田
徹
也
、DTP

：
フ
レ
ア
、
撮
影
：

弘
田
充
、
企
画
編
集
：
雪 

朱
里
、
版
元
編
集
：
津
田
淳
子

（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
）、
印
刷
・
製
本
：
図
書
印
刷

日
本
の
活
字
・
書
体
デ
ザ
イ
ン
の
礎
を
築
き
、
毎
日

新
聞
書
体
、
新
ゴ
、
小
塚
明
朝
、
小
塚
ゴ
シ
ッ
ク
な

ど
、
だ
れ
も
が
目
に
し
た
こ
と
の
あ
る
で
あ
ろ
う
書

体
を
つ
く
っ
て
き
た
タ
イ
プ
デ
ザ
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
・
小
塚
昌
彦
の
初
め
て
の
著
書
。
彼
が
開
発
し
て

き
た
書
体
に
は
、
ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
が

込
め
ら
れ
て
い
た
の
か
。
書
体
デ
ザ
イ
ン
の
知
識
や

歴
史
に
も
触
れ
な
が
ら
、
66
年
間
に
わ
た
り
第
一
線

で
活
躍
し
続
け
て
き
た
著
者
だ
か
ら
こ
そ
語
れ
る
実

践
的
な
話
と
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
へ
の
思
い
を
、
豊

富
な
図
版
と
と
も
に
つ
づ
る
。

［
登
場
す
る
書
体
］
毎
日
新
聞
書
体
、
新
ゴ
、
リ
ュ
ウ
ミ

ン
、
小
塚
明
朝
、
小
塚
ゴ
シ
ッ
ク

※
本
書
は
小
塚
昌
彦
氏
の
著
書
で
す
。
こ
の
時
期
に
こ
の

書
籍
に
濃
密
に
向
き
合
っ
た
こ
と
が
、
私
自
身
の
仕
事
に

お
い
て
大
変
重
要
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
参
考
の
た
め
著
書

と
と
も
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
雪
）

4
『
も
じ
部  

書
体
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
聞
く
デ
ザ
イ
ン
の
背

景
・
フ
ォ
ン
ト
選
び
と
使
い
方
の
コ
ツ
』
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
社
／2015

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
：
川
名
潤
、
綴
じ
込
み
デ
ザ
イ
ン
：
祖
父

江
慎
＋
コ
ズ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、
綴
じ
込
み
執
筆
：
大
城
譲

司
、
撮
影
：
弘
田
充
、
担
当
編
集
：
津
田
淳
子
（
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
社
）、
印
刷
・
製
本
：
図
書
印
刷

パ
ソ
コ
ン
に
入
っ
て
い
る
あ
の
フ
ォ
ン
ト
も
、
普
段

目
に
す
る
こ
の
文
字
も
、
必
ず
だ
れ
か
が
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
る
。
人
気
書
体
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
聞
い
た
フ
ォ

ン
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
設
計
秘
話
、
フ
ォ
ン
ト
を
よ
り

う
ま
く
使
い
こ
な
す
ヒ
ン
ト
が
満
載
。
駅
の
案
内
表

示
板
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
か
わ
い
い
丸
ゴ
シ
ッ
ク

体
「
機
械
彫
刻
用
標
準
書
体
」
制
作
の
舞
台
裏
に
迫

る
レ
ポ
ー
ト
も
収
録
。

［
登
場
す
る
書
体
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
書
体
］
鳥
海
修
（
字
游
工
房
）：

ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
、
游
明
朝
、
文
麗
仮
名
、
流
麗
仮
名

高
田
裕
美
（
タ
イ
プ
バ
ン
ク
）：
タ
イ
プ
バ
ン
クUD

書

体
シ
リ
ー
ズ　
モ
リ
サ
ワ
文
研
（
モ
リ
サ
ワ
）：
リ
ュ
ウ

ミ
ン
、
黎
ミ
ン
、
書
体
の
つ
く
り
方
全
般　
藤
田
重

信
（
フ
ォ
ン
ト
ワ
ー
ク
ス
）：
筑
紫
オ
ー
ル
ド
明
朝
、
筑
紫

丸
ゴ
シ
ッ
ク
、
筑
紫
オ
ー
ル
ド
ゴ
シ
ッ
ク　
竹
下
直

幸
：
イ
ワ
タUD

新
聞
明
朝
、
竹
、
書
体
の
見
分
け

方　
小
林
章
（
モ
ノ
タ
イ
プ
）：Sabon

を
使
っ
た
ス
ペ

ー
シ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
鈴
木
功
（
タ
イ
プ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）：
都
市
フ
ォ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
金
シ
ャ
チ

フ
ォ
ン
ト
）　
小
塚
昌
彦
：
タ
イ
ポ
ス
、
新
ゴ
、
毎
日
新

聞
書
体
、
光
朝
、
小
塚
書
体　
マ
シ
ュ
ー
・
カ
ー
タ

ー
：M

iller

（The Boston Globe

紙
専
用
書
体
）、Shelley 

Script

、Snell Roundhand

、Verdana

、Georgia

大
曲
都
市
（
モ
ノ
タ
イ
プ
）：M

etroNova

、
多
言
語

の
書
体
デ
ザ
イ
ン　
イ
ワ
タ
＋
橋
本
和
夫
：
新
楷
書
、

フ
ォ
ン
ト
制
作
の
流
れ
全
般　
西
塚
涼
子
／
服
部
正

貴
（
ア
ド
ビ
シ
ス
テ
ム
ズ
）：
か
づ
ら
き
、
源
ノ
角
ゴ
シ
ッ

ク
、
貂
明
朝
（
試
作
中
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
）、
ち
ど
り
（
仮
）

（
試
作
中
）　
赤
松
陽
構
造
（
映
画
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
）：

「
横
道
世
之
介
」「
13
階
段
」「Shall w

e 

ダ
ン
ス
？
」

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
」「
八
重
の
桜
」
タ
イ
ト
ル

デ
ザ
イ
ン　

typeKID
S

（
今
田
欣
一
と
仲
間
た
ち
）：
貘

1973

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
白
澤
書
体　
機
械
彫
刻
用

標
準
書
体  

座
談
会 

小
宮
山
博
史
×
藤
田
重
信
×
鳥

海
修
×
小
林
章
×
祖
父
江
慎
：
筑
紫
書
体
、Helveti

ca

、Univers

、
こ
ぶ
り
な
、Garam

ond

、M
S

書

体
、
ヒ
ラ
ギ
ノ
書
体
、
游
書
体
、
本
明
朝
、
本
蘭
明

朝
、
秀
英
明
朝
（SHM

）、
築
地
初
号
明
朝
、
ナ
ー
ル
、

ゴ
ナ
、
石
井
明
朝
、
石
井
ゴ
シ
ッ
ク
、
文
麗
仮
名
、

蒼
穹
仮
名
、
流
麗
仮
名
、
文
勇
仮
名
、Akko

、
秀
英

角
ゴ
シ
ッ
ク
金
銀
、
凸
版
明
朝

5
『
描
き
文
字
の
デ
ザ
イ
ン  

日
本
を
代
表
す
る
45
人
の

「
描
き
文
字
」仕
事
』大
貫
伸
樹
監
修
／
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
社
／2017

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
：
大
島
依
提
亜
、
勝
部
浩
代
、
撮
影
：

弘
田
充
、
編
集
：
津
田
淳
子
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
）、
印
刷
・

製
本
：
図
書
印
刷

時
代
を
経
た
い
ま
で
も
な
お
、
参
考
に
な
る
す
ば
ら

し
い
描
き
文
字
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
装
丁
や
広
告
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
使
わ
れ
て
き
た
優

れ
た
描
き
文
字
を
、
描
い
た
人
物
別
に
、
時
代
順
に

掲
載
。
人
物
の
解
説
と
代
表
的
な
描
き
文
字
の
作
品

を
8
0
0
点
以
上
の
図
版
で
徹
底
的
に
紹
介
す
る
決

定
版
。

［
登
場
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
作
家
］
中
村
不
折
、
藤
島
武
二
、

杉
浦
非
水
、
橋
口
五
葉
、
竹
久
夢
二
、
小
出
楢
重
、

岡
本
帰
一
、
広
川
松
五
郎
、
岸
田
劉
生
、
恩
地
孝
四

郎
、
中
川
一
政
、
武
井
武
雄
、
芹
沢
銈
介
、
初
山
滋
、

山
六
郎
、
吉
田
謙
吉
、
田
河
水
泡
、
柳
瀬
正
夢
、
佐

野
繁
次
郎
、
村
山
知
義
、
畦
地
梅
太
郎
、
山
田
伸
吉
、

今
竹
七
郎
、
早
川
源
一
、
河
野
鷹
思
、
奥
山
儀
八
郎
、

大
高
重
治
、
野
口
久
光
、
花
森
安
治
、
高
橋
錦
吉
、

中
原
淳
一
、
大
橋
正
、
鳥
居
敬
一
、
田
村
義
也
、
堂

昌
一
、
綿
貫
宏
介
、
篠
原
榮
太
、
竹
内
士
朗
、
宇
野

亞
喜
良
、
和
田
誠
、
山
藤
章
二
、
平
野
甲
賀
、
檜
垣

紀
六
、
赤
松
陽
構
造
、
望
月
通
陽

6
『
印
刷
・
紙
づ
く
り
を
支
え
て
き
た
34
人
の
名
工
の
肖

像
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
／2019

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
：
水
戸
部
功
＋
北
村
陽
香
、
写
真
：
池

田
晶
紀
、
川
瀬
一
絵
、
河
合
竜
也
、
弘
田
充
、
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
：
阿
部
伸
二
、
編
集
：
津
田
淳
子
、
印
刷
・

製
本
：
図
書
印
刷

日
本
の
印
刷
や
紙
づ
く
り
を
支
え
て
き
た
凄
腕
の
職

人
や
技
術
者
に
て
い
ね
い
に
取
材
し
、
迫
力
あ
る
写

真
と
と
も
に
紹
介
。
活
字
や
文
字
・
組
版
な
ど
の
印

刷
前
工
程
か
ら
、
紙
、
製
版
、
印
刷
、
製
本
ま
で
、

印
刷
物
を
つ
く
る
分
野
を
網
羅
し
た
名
工
た
ち
の
貴

重
な
記
録
。

［
登
場
す
る
活
字
・
文
字
に
関
す
る
職
人
］
種
字
彫
刻
師　
清

水
金
之
助　
母
型
製
造
販
売　
髙
内
一
（
元 

岩
田
母
型

製
造
所
）　
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー　
篠
原
榮
太　
活

字
母
型
開
発
技
師　
細
谷
敏
治
（
国
際
母
型
）　
モ
ノ
タ

イ
プ
活
字
鋳
造　
塚
田
正
弘
（
佐
々
木
活
字
店
）　
活
字

鋳
造
職
人　
大
松
初
行
（
築
地
活
字
）　
植
字
工　
森
修

治　
手
動
写
植
オ
ペ
レ
ー
タ
ー　
駒
井
靖
夫
（
プ
ロ
ス

タ
デ
ィ
オ
）　
活
版
印
刷
職
人　
高
岡
重
蔵
（
嘉
瑞
工
房
）

工
業
彫
刻
職
人　
中
田
公
一
（
ツ
ジ
カ
ワ
）

7
『
時
代
を
ひ
ら
く
書
体
を
つ
く
る
。書
体
設
計
士
・
橋

本
和
夫
に
聞
く　
活
字
・
写
植
・
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン

ト
デ
ザ
イ
ン
の
舞
台
裏
』グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
／2020

装
丁
：
水
戸
部
功
＋
北
村
陽
香
、
写
真
：
早
川
厚
志
、
弘

田
充
、
校
正
：
鈴
木
園
子
、
編
集
：
津
田
淳
子
（
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
社
）、
印
刷
・
製
本
：
図
書
印
刷

金
属
活
字
・
写
植
・
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト
の
三
世
代

で
書
体
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
・
監
修
を
経
験
し
、
特
に

写
研
で
大
き
な
功
績
を
残
し
た
橋
本
和
夫
。
日
本
の

書
体
デ
ザ
イ
ン
史
の
主
軸
と
な
る
部
分
を
築
い
て
き

た
橋
本
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
、
日
本
の
書
体

の
知
ら
れ
ざ
る
流
れ
を
ひ
も
と
く
。

［
登
場
す
る
書
体
］
活
字
：
モ
ト
ヤ
明
朝
体
（M

1

）　
写
植
：

石
井
宋
朝
体
、
硬
筆
が
な
、
教
科
書
体
（
教
育
出
版
、
光

村
図
書
）、
晃
文
堂
明
朝
、
モ
ト
ヤ
明
朝
、
モ
ト
ヤ
ゴ

シ
ッ
ク
、
岩
田
新
聞
明
朝
、
岩
田
細
明
朝
、
岩
田
太

ゴ
シ
ッ
ク
、本
蘭
明
朝
体
、タ
イ
ポ
ス
、ナ
ー
ル
、ス

ー
ボ
、ス
ー
シ
ャ
、横
組
用
細
明
朝
・
ひ
ら
が
な
、縦

組
用
細
明
朝
・
ひ
ら
が
な
、ゴ
ナ
、大
蘭
明
朝
体
、フ

ァ
ン
蘭
、
淡
古
印
、
岩
蔭
行
書
体
、
イ
ナ
ブ
ラ
シ
ュ
、

イ
ダ
シ
ェ
、
秀
英
明
朝
、
紅
蘭
楷
書　
デ
ジ
タ
ル
：DF

魏
碑
体
、
游
勘
亭
流
、
イ
ワ
タ
新
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
イ

ワ
タ
明
朝
体
オ
ー
ル
ド
、
イ
ワ
タ
ア
ン
チ
ッ
ク
体
、

イ
ワ
タ
宋
朝
体
、
イ
ワ
タ
弘
道
軒
清
朝
体
、
イ
ワ
タ

UD

書
体
、
イ
ワ
タ
ミ
ン
ゴ
、
イ
ワ
タ
新
楷
書
、
イ

ワ
タ
新
教
科
書
体

8
『「
書
体
」
が
生
ま
れ
る　
ベ
ン
ト
ン
と
三
省
堂
が
ひ

ら
い
た
文
字
デ
ザ
イ
ン
』
三
省
堂
／2021

装
幀
・
本
文
設
計
：
坂
野
公
一
＋
島
𥔎
肇
則（welle design

）、

校
正
：
田
村
豪
、
組
版
：
デ
ジ
ウ
ェ
イ
、
口
絵
写
真
：
弘

田
充
、
編
集
：
荻
野
真
友
子
、
印
刷
：
三
省
堂
印
刷

か
つ
て
、活
字
の
デ
ザ
イ
ン
は
、「
種
字
彫
刻
師
」
の

頭
の
な
か
に
の
み
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
現
代
の
「
書

体
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
な
が
る
手
法
を
伝
え
た
の
は
、

三
省
堂
と
ベ
ン
ト
ン
彫
刻
機
だ
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は

「
書
体
」
が
生
ま
れ
る
舞
台
裏
で
奔
走
し
た
ひ
と
び

と
の
記
録
で
あ
る
。

［
登
場
す
る
書
体
］
三
省
堂
書
体
、
秀
英
体
、
毎
日
新
聞

書
体
、
岩
田
明
朝
体

9
『
も
じ
モ
ジ
探
偵
団　
ま
ち
で
見
か
け
る
文
字
デ
ザ

イ
ン
の
秘
密
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
／2022

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
：
中
西
要
介
、根
津
小
春（STUDIO PT.

）、

イ
ラ
ス
ト
：
ヒ
グ
チ
ユ
ウ
コ
、
撮
影
：
弘
田
充
、
校
正
：

鷗
来
堂
、
編
集
：
津
田
淳
子
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
）、
印
刷
・

製
本
：
図
書
印
刷

ま
ち
や
く
ら
し
の
な
か
で
、
だ
れ
も
が
目
に
し
た
こ

と
が
あ
る
身
近
な
文
字
た
ち
。
そ
れ
は
自
然
に
で
き

た
も
の
で
は
な
く
、
必
ず
だ
れ
か
が
デ
ザ
イ
し
て
い

る
も
の
な
の
で
す
。
そ
の
「
だ
れ
」
を
探
し
、
文
字

デ
ザ
イ
ン
の
ル
ー
ツ
を
丹
念
に
レ
ポ
ー
ト
し
た
一
冊
。

［
登
場
す
る
文
字
］
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
文
字　
新
聞

の
題
字
（
朝
日
、
毎
日
、
読
売
）　
電
光
掲
示
板
の
文
字

（
リ
ム
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
タ
イ
プ
バ
ン
ク 

高
田
裕
美
）　
道

路
の
文
字　
お
札
の
文
字
（
大
蔵
隷
書
／
写
植
、デ
ジ
タ
ル

フ
ォ
ン
ト
）　
視
力
表
の
文
字　
ス
ト
ロ
ー
ク
フ
ォ
ン

ト
（
ム
ト
ー
ア
イ
テ
ッ
ク
ス
）　
た
ば
こ
看
板
の
文
字　
風

景
印
の
文
字
（
日
付
印
専
用
書
体
：
円
ゴ
シ
ッ
ク
体
）　
テ
レ

ビ
美
術
の
文
字
（
伊
佐
梅
）　
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の
文
字

郵
便
ポ
ス
ト
の
文
字
（
郵
政
書
体
）　
駅
弁
の
文
字
（
崎

陽
軒
シ
ウ
マ
イ
弁
当
、
阿
部
商
店
い
か
め
し
、
氏
家
か
き
め
し
弁

当
、
元
気
甲
斐
弁
当
）　
看
板
の
か
ま
ぼ
こ
文
字
（
福
善
堂

坂
井
看
板
店
）　
松
屋
銀
座
の
文
字
（PAOS 

中
西
元
男
、仲

條
正
義
）　
た
べ
っ
子
ど
う
ぶ
つ
の
文
字
（
ギ
ン
ビ
ス
）

10
「
写
植
機
誕
生
物
語
〈
石
井
茂
吉
と
森
澤
信
夫
〉」
マ

イ
ナ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
／2022/11/15

～w
eb

連
載
中

石
井
茂
吉
と
森
澤
信
夫
。
の
ち
に
写
植
機
メ
ー
カ
ー

の
両
巨
頭
「
写
研
」
と
「
モ
リ
サ
ワ
」
の
創
業
者
と

な
る
2
人
は
、
い
か
に
し
て
出
会
い
、
邦
文
写
植
機

を
世
に
生
み
出
し
、
そ
し
て
袂
を
分
か
つ
こ
と
に
な

っ
た
の
か
。

2024

年
、
邦
文
写
植
機
発
明100

周
年
に
あ
た

る
年
に
、
写
研
書
体
が
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ン
ト

と
し
て
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
。
そ
れ
も
、
長
く
別
の
道

を
歩
ん
で
い
た
写
研
と
モ
リ
サ
ワ
、
両
者
の
共
同
開

発
に
よ
るO

penType

フ
ォ
ン
ト
と
し
て
。

こ
れ
を
機
に
あ
ら
た
め
て
紡
が
れ
る
こ
の
物
語

は
、
と
も
に
「
邦
文
写
植
機
の
開
発
」
と
い
う
大
事

業
を
成
し
え
な
が
ら
別
の
道
を
歩
ん
で
い
た
写
研
と

モ
リ
サ
ワ
の
開
発
前
史
…
…
、
石
井
茂
吉
と
森
澤
信

夫
、2
人
の
男
を
主
人
公
と
し
た
、「
写
植
機
誕
生
物

語
」
で
あ
る
。

◉
そ
の
他
（
一
部
執
筆
、
編
集
な
ど
）

『
文
字
本
』片
岡
朗
／
編
集
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
執
筆
／

誠
文
堂
新
光
社
／2006

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
：
片
岡
朗

2000

年
代
に
登
場
し
、
一
時
は
見
か
け
る
こ
と
が

な
い
日
が
な
い
ほ
ど
に
人
気
を
呼
ん
だ
デ
ジ
タ
ル
フ

ォ
ン
ト「
丸
明
オ
ー
ル
ド
」。こ
の
書
体
を
つ
く
っ
た

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
片
岡
朗
は
、40
年
間
、

文
字
と
じ
っ
く
り
つ
き
あ
っ
て
き
た
。
文
字
の
も
つ

力
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
、
そ
ん

な
思
い
を
こ
め
て
書
か
れ
た
、
片
岡
の
初
の
著
書
。

『
文
字
は
語
る
―
デ
ザ
イ
ン
の
前
に
耳
を
傾
け
る
べ

き
こ
と
』DTPW

ORLD

編
集
部
／
一
部
執
筆
／
ワ

ー
ク
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
／2008

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
：
原
大
輔
（SLOW

）、
装
幀
・
本
文

デ
ザ
イ
ン
・DTP

：
コ
タ
キ
ア
ツ
シ
、
御
堂
瑞
恵
、
大
上

戸
由
香
、
谷
嶌
紘
平
（SLOW

）、
印
刷
・
製
本
：
廣
済
堂

「
伝
え
る
こ
と
」。
文
字
の
果
た
す
べ
き
目
的
は
、
そ

れ
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
目
的

を
果
た
す
た
め
、文
字
の
形
状
や
組
み
方
に
つ
い
て
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
日
夜
考
え
て
い

る
。
文
字
に
か
か
わ
る
人
た
ち
に
、
そ
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
聞
い
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
。
い
ま
ま
で
無

意
識
の
う
ち
に
見
過
ご
し
て
い
た
文
字
の
発
す
る
声

が
、
あ
な
た
に
も
き
っ
と
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

［
登
場
す
る
人
物
］
紺
野
慎
一
（
凸
版
印
刷
）、
小
宮
山
博

史
、
松
田
行
正
、
モ
リ
サ
ワ
、
清
水
金
之
助
、
鳥
海

修
（
字
游
工
房
）、
小
林
章
（
ラ
イ
ノ
タ
イ
プ
）、
立
花
文

穂
、
大
日
本
タ
イ
ポ
組
合
、
駒
井
靖
夫
（
プ
ロ
ス
タ
デ

ィ
オ
）、
祖
父
江
慎
、
川
上
俊
、
永
原
康
史
、
平
野
甲

賀
、
浅
葉
克
己
、
鈴
木
一
誌
、
桑
山
弥
三
郎
＋
伊
藤

勝
一
（
グ
ル
ー
プ
・
タ
イ
ポ
）、
葛
西
薫
、
山
本
太
郎
（
ア

ド
ビ
）、
大
島
依
提
亜
、
廣
村
正
彰
、
杉
本
幸
治
、
原

田
幹
久
（
モ
ト
ヤ
）
※
上
記
は
す
べ
て
担
当

『
文
字
講
座
』文
字
講
座
編
集
委
員
会
編
／
構
成
・
ま

と
め
／
誠
文
堂
新
光
社
／2009

ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
：
有
山
達
也
、
本
文
写
真
植
字
・
印
刷
・
製

本
：
図
書
印
刷

「
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
の
文
字
」、「
知
識
と
し
て
の
文

字
」。文
字
の
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、文
字
を
使
い
こ

な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
13
人
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
へ

の
想
い
と
は
―
。
文
字
の
旅
が
始
ま
り
ま
す
。

［
登
場
す
る
人
物
］
浅
葉
克
己
、
木
村
雅
彦
、
葛
西
薫
、

杉
下
城
司
、
鈴
木
功
、
服
部
一
成
、
河
野
三
郎
、
永

原
康
史
、
春
田
ゆ
か
り
、
中
島
英
樹
、
山
本
太
郎
、

白
井
敬
尚
、
佐
藤
可
士
和

『
一
〇
〇
年
目
の
書
体
づ
く
り
―
「
秀
英
体 

平
成
の

大
改
刻
」
の
記
録
』
大
日
本
印
刷
株
式
会
社
／
一
部

執
筆
／2013

企
画
：
大
日
本
印
刷
広
報
室
・
秀
英
体
開
発
室
、執
筆
：

雪
朱
里
（
第
1
～
3
章 

平
成
の
大
改
刻
に
つ
い
て
）、大
城
譲

司
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）、
制
作
：
青
丹
社
（
仙

道
弘
生
、
松
村
理
美
）、
口
絵
写
真
：
港
千
尋
、
撮
影
：
伊
奈

英
次
、
小
沢
朋
範
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
＆
デ
ザ
イ

ン
：
永
原
康
史
、
松
川
祐
子
＋
小
原
亘
、
伊
藤
歩
、
印

刷
・
製
本
：
大
日
本
印
刷
、
発
売
：DNP

ア
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

大
日
本
印
刷
が2005

年
か
ら
丸
7
年
を
費
や
し
、

10
書
体
の
べ
12
万
文
字
に
及
ん
だ
「
秀
英
体
」
の
書

体
開
発
を
、
商
品
企
画
か
ら
デ
ザ
イ
ン
、
フ
ォ
ン
ト

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
ブ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ま
で
余
さ
ず
紹
介
し
た

一
冊
。
デ
ジ
タ
ル
版
秀
英
明
朝
、
秀
英
初
号
明
朝
、

秀
英
角
ゴ
シ
ッ
ク
、
秀
英
丸
ゴ
シ
ッ
ク
の
開
発
に
つ

い
て
と
、
秀
英
体
の
歴
史
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
白
井
敬
尚
、
黒
田
貴
・
二

宮
大
輔
（
新
潮
社
装
幀
室
）、
祖
父
江
慎
、
永
原
康
史
、

関
口
信
介
（
文
藝
春
秋
デ
ザ
イ
ン
部
）

雪
朱
里
（
ゆ
き
・
あ
か
り
）

著
述
業
。
印
刷
会
社
に
在
籍
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
系
専
門

誌
の
編
集
長
を
経
て
、2000

年
よ
り
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
。
文
字
、
デ
ザ
イ
ン
、
印
刷
、
手
仕
事
な
ど
の
分

野
で
取
材
執
筆
活
動
を
行
う
。
著
書
に
『「
書
体
」
が

生
ま
れ
る
』（
三
省
堂
）、『
も
じ
モ
ジ
探
偵
団
』『
時

代
を
ひ
ら
く
書
体
を
つ
く
る
。』（
以
上
、グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
社
）、『
文
字
を
つ
く
る
9
人
の
書
体
デ
ザ
イ
ナ
ー
』

（
誠
文
堂
新
光
社
）
ほ
か
。『
デ
ザ
イ
ン
の
ひ
き
だ
し
』

レ
ギ
ュ
ラ
ー
編
集
者
も
務
め
る
。

2009年09月07日　文字（書体・フォント）デザイン本のメイキングブログはじめます。
はじめまして。フリーランスライターの雪朱里です。『デザインノート』や『デザインのひきだし』などデザイン関連の雑誌や、同じく書籍を中心に、取材執筆編集などをして
います。

印刷会社出身のためか、以前から文字に興味があり、残念ながら休刊となってしまった月刊『DTPWORLD』で「文字は語る」という連載を2007～2009春の約2年に
わたり担当していました。また、2009年1月に刊行された書籍『文字講座』（アートディレクター・書体デザイナー・書体史研究家の講演集）の構成・まとめを担当したこと
から、ますます「文字」、とくにそれをデザインしている人たちへの関心が高まっていきました。

それが高じて、ついに文字（書体・フォント）デザインにまつわる本を一冊まるごと作ることになりました。なんてわくわくするんでしょう！ このわくわく感をひとり占めする
のはもったいない！ ……というわけで、その制作過程をこちらで公開していこうと思います。無事に出版できるまで、どうぞおつきあいください。

2009年09月15日　おひさしぶりです。
……というのは、このブログのことではなく。

あ、いえ、ブログも1週間ぶりの更新になってしまいましたが。マメな更新を誓ったはずなのに、すみません。
さて、先日のこと。
以前『文字本』（誠文堂新光社、2006）という本の編集を担当したのですが、そのときの著者、片岡朗さんにお会いしてきました。『文字本』が2006年11月の発行なの

で、「あれからもう3年?!」と、ふたりでびっくり。片岡さんは文字のトメハネハライなど先端を丸くデザインした明朝体「丸明オールド」（丸明朝体）を生み出した書体デザ
イナーさんです。

片岡さんの考える「その人にしか作れない文字の作り方」や、開発中の新書体のことなどなど、興味深いお話をたくさんうかがってきました。
本棚にぎっしり並んだ史料をうっとりとながめる片岡さん。「こういうのを見てると、本当に飽きないんだよね」と、うれしそう。
それにしても、文字に込められた思いをうかがっていると、やっぱり楽しい！ あっという間に時間が過ぎてしまった1日でありました。

2009年09月25日　制作中
今日はブックデザインを担当してくださるデザイナーさんと打ち合わせであります。

誌面デザインのダミーをいただいてきました～！ 形になって目の前に現れると、ああ、本を作っているんだなあという実感がわきますねぇ（実際にはまだ一文字も書い
ていないのですが……）

そして取材依頼も進行中です。

2009年09月26日　制作中
昨日はいくつかの取材依頼をし、いくつかのアポイントがとれました。来週も引き続き、取材依頼週間です。

ところで、本書のデザイナーさんのオフィスには猫ちゃんがいるのです。かわいいのです。今度写真撮らせてもらおう。

2009年10月01日　制作中
種まき期間、続行中。取材依頼をしたり、取材の段取りなどを打ち合わせしたり。

種まき期間は、なかなかぴんぱんにはつぶやけないのですが、今月下旬あたりから一気にいろいろ動きだします（……と、なれるように、がんばって種まきします～！）

2009年10月04日　文字が気になるひとびと。
Twitterでもつぶやきましたが、先日、この本のブックデザインを担当してくださるデザイナーさんの事務所を訪ね、誌面デザインのダミーをいただいてきました。これから
次 に々取材を進めるにあたり、こちらがどういう誌面をつくりたいと考えているのかを取材先の方 に々イメージしていただけるように、それから若干のお願いごともあるの
で、その説明をするために制作していただいたものです。

ブックデザインを担当してくださるのは、山口信博さんと、大野あかりさん。深澤直人さんの『デザインの輪郭』のデザインなどを手がけられています。
折形デザイン研究所の主宰者としても知られている山口さん、実はご自分の活版印刷機をおもちで、活版印刷の勉強会をなさったりしています。今回の本のテーマに

とても興味をもってくださっていて、積極的かつ丁寧にかかわってくださるので、毎回のうちあわせがとても楽しみなのです。
そして一昨日、写真をお願いする雨宮秀也さんのサイトのコンテンツ「カメラ日常」を拝見したら、この本の仕事について書いてくださっているのに気がつきました。「き

れいな本を読みたい」そこから文字デザインへ思いをめぐらせているその文章は、文字に対する並ならぬ愛情にあふれています。
〈そんなことを考えているうちに「文字」についての書籍を依頼された。「文字」を作る人たちを撮るのだ。〉雨宮秀也「カメラ日常」より（091002）より

版元は誠文堂新光社。 『文字講座』（誠文堂新光社、2009）でご一緒した編集者・Oさんがご担当。「文字」というものに愛を感じていて、なんだか気になって仕方な
い、という人 に々よって制作チームがつくれることのうれしさをしみじみ感じつつ、これからの取材が楽しみな今日このごろです。

あ、ちなみに、ブログ用の写真は、不肖わたくしが撮影した簡単なもの。雨宮さんに撮っていただく素敵な写真の数 は々、本ができてからのお楽しみです。

2009年10月08日　制作中
さて、今月の取材がいくつか決まってきました。来週あたりから動き出しますよ～。種まきも続けつつ。

2009年10月15日　制作中
今日はひさびさの取材です。

今日の取材は初めてお会いする方です。どんなお話がうかがえるか、楽しみ。
さきほど取材終了。同じ日本語書体の作り方でも、人によって方法はさまざまですね。道具の使い方もそれぞれ。おもしろい。
明朝体をつくるには筆書きの感覚がやはり大事なのだな、と。でも、必ずしも皆さん書道の経験があるわけではないんですね。ただ、とにかく文字を真剣に見つめた

経験がある。
「おもしろい」「楽しい」ばっかり言ってますね、わたし（汗）。でも本当におもしろいんですもん……！

2009年10月20日　これもデジタルフォント?!
またもや更新が滞り、livedoor Blogから「忙しい時には携帯電話から休み時間のチョットした時間に投稿してみては?」とアドバイスを受けてしまった雪です。すみません（汗）

さて、先日、アドビ システムズの書体デザイナー西塚涼子さんにお会いしてきました。西塚さんといえば、かな書体の「りょう」、そして現在開発中の連綿体「かづらき」の
デザイナーさんです。

これまでに何人かの書体デザイナーさんにお会いしてきましたが、女性は初めて。「なぜ書体デザインの道に?」と問うと、美大時代に直接のきっかけがあったようです
が、よくよくお話をうかがってみると、自分でも意識していなかったけど、実はもっと以前から文字好きでいらしたことがうかがえるエピソードが。後にすごく好きになるこ
とって、子ども時代にその興味の片鱗が見えているものですね～！

書体の作り方のお話もおもしろかったです。人によって作り方も道具の使い方もさまざまなんだなあ、と。どこまで手を使い、どこからMacなのか、ということも。

詳細はもちろん、本でお伝えしますので、楽しみにお待ちくださいね。
ところで、今回の取材でお会いした方 に々「“文字をつくる人”も大変だけど、“文字をつくる人を書

く人”も大変ですね」と言われました。いやいや……、わたくし、知識は全然足りませんが、とにかく
お話聞いてて楽しいんですね。と答えたところ、「書体デザイナーに向いてるんじゃないですか？」と。

それはめっそうもないことですが、「書体デザイナー」に向いている人がいるように、「書体デザイ
ナーを取材する人」に向いている人はいるのかもしれません。そういう人であれたらいいなあ、と思
います（ああ、でもやっぱり、こんなことを書くことすらおこがましい……）。とにかくいずれも、それを

「好き」「楽しい」と思えることが一番の適性なのだろうなあ、と、目をキラキラと輝かせ、うれしそうにお
話ししてくださる西塚さんの姿を見て、つくづく思ったのでした。

2009年10月21日　制作中
おはようございます。本日も取材です。ちょっと早めに出て、取材準備。

取材終了なう。お話おもしろくて時間大幅にオーバーしてしまった。すみません……

2009年10月24日　制作中
おはようございます。なんだか肌寒いですね～。さて、今日は某ワークショップに潜入してきます。

しかし……、この間もそうだったんですが、なんでわたし、この本の取材の時、旅行にでも行くよう
な荷物になっちゃうんでしょうか。

中野坂上なう。小林章さんの欧文ワークショップに潜入中です。
ワークショップでは、想像以上にいろいろなお仕事の方 が々、さまざまな書体をデザインされてい

て、興味深かったです。明日も一日、楽しみです。
今日ワークショップでお会いしたお一人に思いがけず「blogやってますよね」と言われ、個人blog

と本のほうとどちらでしょうと聞くと、どちらもご存じで。「blogおそるべし」と。こんな細 と々やっていて
も、読んでくださっている方とお会いできるのですねぇ。

2009年10月25日　制作中
さて、本日も、中野坂上なう。

二日間の小林章さん欧文書体ワークショップ終了。懇親会にもお邪魔させていただいてきました。
濃い二日間でありました……。

2009年10月25日　小さな文字のなかにも物語がある。
ここにきて取材がいろいろ動いています。

先日は、字游工房の鳥海修さんにお会いしてきました。ヒラギノや游明朝体、游ゴシック体などを
デザインされた鳥海さんは、いま一番メディアに登場している書体デザイナーさんではないでしょう
か。当然、記事もたくさん出ているので、「今日はなにを話そうかなあ～」と少し迷っているご様子でし
たが、「すべて話してください！」ぐらいの勢いで、本当にいろいろなことをお話ししていただきました。

これまで何度も記事などで読んでいた言葉でも、その背景や、そこに込められた思いを改めてじ
っくり聞くと、いっそうの豊かな広がりをもって響いてくるものですね。感動することしばしの、とてもぜ
いたくな時間でした。

グッとくる言葉をたくさんいただいたのですが、そのなかでひとつだけ。鳥海さんがしみじみと、
「本や新聞に使われている、あんな小さな文字のなかにも物語がある」とおっしゃったのが、深く心に

残りました。その物語の数 を々お聞きしてきたわけですが、それは本当に、胸にせまるものばかり。
そうして、「この本の制作は、言わばひとつひとつの書体にこめられた物語をたどる旅でもある」と

気づきました。取材を進めるにつれ、身のまわりにある文字たちが、どんどん愛おしくなっていきます。
この物語を本という形でみなさんにお伝えできる時が、本当に楽しみです。がんばらなくちゃ。

2009年10月26日　制作中
今日も取材。二日間のワークショップを受けてのインタビューでありました。勇気の出るお話でした。

2009年11月04日　制作中
ああ！ またひとつ、とてもうれしい取材OKのご返事をいただきました。電車のなかなのに、顔がにや
けます。かなり怪しいです。わーい！

2009年11月06日　制作中
わーい。また一件アポイントがとれました♪

2009年11月07日　「世界の壁」はありますか?
かれこれ2週間前になってしまいましたが、10月24・25日に東京工芸大学で行なわれた「小林章 欧
文フォント・ワークショップ」（主催：東京TDC）を取材してきました。

小林さんは、欧文書体で120年の歴史をもつライノタイプ社（ドイツ）で、日本人ながらタイプディレ
クターを務めておられるお方です。

そして今回の企画は、16人という少人数制で、実際に使われているフォント制作ツール「FontLab 
Studio Version5」を用いて、2日間、小林さんにたっぷりと指導していただきながら自分のオリジナル
フォントを作れるという、なんともぜいたくなワークショップ！

とても密度の濃い2日間でした。
正直なところ、1日目が終了した時点で、参加者のみなさんのフォントを拝見して、「もうほとんどで

きてる感じだなあ、2日目はいったいなにをやるんだろう」と思ったのです。一文字ごとのデザインは、
ほぼ完成形に近いように見えてしまって。

ところが、そこからが長いのですね。フォントとして使えるようにするには、一文字のデザインだけ良
くてもだめで、単語や文章として組んだときにも美しく見えなければいけない。そこで重要になるのが
スペーシングであり、文字の黒みのばらつきをなくすことで、その調整がここまで時間を要するもので
あるということは、本当に驚きでした。2日目一日中を費やしても、まだまだ調整が足りないのです。

でも、2日間でみなさん、かなりのところまでフォントを完成させていらしたことも驚き。クラシックな
書体から、独自のデザインを採り入れた書体まで、個性豊かな16種類の書体が最後に発表された
時には、おもしろいなあ、奥が深いなあ、としみじみ。

このワークショップを受けると、文字そのもののデザインだけでなく、文字を使ってデザインしてい
く時の意識が、まるで違うものになるだろうな、と思います。本当に、素晴らしいワークショップでした。

※ワークショップの様子を撮影してくれていた雨宮秀也さんが、ご自身の日記に書いてくださった
お話も、興味深いです。コニカミノルタの方と休憩中にした雑談、「実はフォントの需要は増えているの
ですよ」にまつわるお話。ぜひご覧を。そして写真には私が会場で開いていたpomeraが。撮影して
いるところを横で見ていましたが、こんなに雰囲気のある写真になっているとは。

＊

そしてワークショップ翌日は、誠文堂新光社にて、小林章さん単独インタビュー。2日間のワークショッ
プを受けてのお話はもちろん、「書体デザイナー・小林章ができるまで」のお話をたっぷりとうかがっ
てきました。
「本当にいろいろなことに、好奇心をもって飛び込んで行かれたんですね」
とわたしが言うと、

「そんなことないですよ。文字に関することだけですから」
と笑う小林さん。
そして、「そもそも、日本も海外もなかったんだ、と気づいた」と。
デザインに限らず、わたしたちは身のまわりのさまざまなことに、勝手に壁を感じ、物怖じしてしまう

ことが、ままあるように思います。けれど、本当は壁なんてないのかもしれません。

＊

来週以降も、まだまだ取材が続きます。アポイントもまだ全部取り終わっていないし、がんばらなくっ
ちゃ。

2009年11月10日　制作中
さて、今日も取材に向かいます。公園のある街です。

取材終了。3時間半もお付き合いいただいてしまいました。楽しくて、つい……
取材の冒頭、「実は今回、blogやTwitterで制作過程を公開する試みを……」と説明しようとした

ら、「見てますよ」と。きゃあ、ばれてた！
今日の方はまた独特の方法で書体デザインをうみだしてらしたなあ。
人のいるところに文字はある。文字は暮らしにとけこみ風景となり、思い出のなかにも残っていく。

文字は人を動かすんですね。

2009年11月11日　丸丸ゴシック
今回の本で取材させていただいているカタオカデザインワークスの片岡朗さんが、新しい書体をリ
リースされました。その名も「丸丸ゴシック」。

取材のときにも片岡さんが「角のカーブ具合が選べるのがポイントです」とうれしそうに語ってくだ
さっていましたが、角のカーブが小さいS r（エスアール）と大きいL r（エルアール）の2種類の漢字
を使い分けられるのが特徴。

サイトには書体の特徴などの解説や文字組例のほか、制作雑話も載っています。「丸丸ゴシック」
の名付け親は、元字游工房の岡澤慶秀さんだったんですね！ なんとも味わい深い雑話の数々、文
字好きさんはぜひご覧ください。

次に片岡さんのところに取材・撮影にうかがうのが、ますます楽しみです。

2009年11月12日　あきらめない、手放さない。
先日、タイププロジェクトを訪問。鈴木功さんにお会いしてきました。鈴木さんは2001年に発表され
たAXIS Fontのタイプデザイナー。デザイン誌『AXIS』のための専用書体開発という日本初の試み
で、話題を呼んだ方です。

古い一戸建てを鈴木さん自らの手でリフォームして作られた仕事場 “レタースペース”は、大きな
窓からさんさんと陽が差し込む、とても気持ちの良い空間。青空の広がる気持ちの良いお天気のそ
の日、“レタースペース（=文字の宇宙）”でたっぷりと、鈴木さんの文字への思いをうかがったひととき
はとても楽しく、ふと時計を見れば 3時間以上も過ぎていました（鈴木さん、ありがとうございまし
た！）。

10月28日に北京で開催されたデザイン会議で講演をされてきたという鈴木さん。タイプデザイン
を志す若い人たちに向けて、「すぐに結果に結びつかなくても、あきらめないでほしい」という話をさ
れたそうです。
「ぼくはアクシスフォントに30代のほとんどすべてを費やしてるんですから」と。

それだけの時間を費やしても、「これ」という思いを抱いていた鈴木さんは、決してあきらめなかっ
た、手放さなかった。だからいま、AXIS Fontは存在しているし、その新しい試みが、鈴木さんのその
後の道を拓いたのです。

デザイン会議で話したなかで、その話題が一番、みんなの心に響いたようだ、と鈴木さん。それを
聞きながら、わたしも改めて、あきらめない・手放さないことの大事さを思いました。

鈴木さんには及びませんが、わたし自身、この本の企画を最初に出したのは約3年前。内容的な詰
めが足りなかったのかタイミングが合わなかったのか、その時は出版には至りませんでした。その後、
書籍『 文字講座』を作りながら、やっぱりどうしてもこの本が作りたくて、『文字講座』完成後、再度、企
画書を作り直しました。そうして今度は通ったのです。「あきらめない・手放さない」って、本当に大事。

さて、鈴木さんは、つい最近も“究極のチラ見フォント”「ドライバーズフォント」がグッドデザイン・フ
ロンティアデザイン賞を受賞したり、都市フォントという新しいプロジェクトを始動したりと、文字による
新しいコミュニケーションの在り方をいろいろと生み出しています。文字は人を動かすのです。

※鈴木さんのタイププロジェクト日記で、「この本が完成すれば、おそらく日本では初めてのタ
イプデザイナー読本になるはず。」と、とてもうれしいご紹介をしてくださっています。重ね重ね、
ありがとうございます！ 鈴木さんの日記は毎日更新。タイプデザイナーの日 に々興味のある方
は要チェックですよ。

2009年11月19日　制作中
寒いですね～。今日はいよいよ、活字三代にわたり文字作りに携わっていらしたあの方にお話を
うかがいます。楽しみ……！

早めに近くまで来て、準備中。奥深い……
4時間以上お話うかがってしまった……

2009年11月23日　タイプデザインを切り拓いてきた匠
また少しご無沙汰してしまいました。
「文字デザイン本（仮）」、取材依頼＆取材は順調に進んでいます。

先日はこの方のお話をうかがってきました。
蝋型母型で製作していた活字の時代から、写真植字（写植）の時代、そしてDTPで用いられる

デジタルフォントの時代まで、すべての世代で文字づくりに携わってこられた方です。その三世代
すべてにわたり文字を作ってこられた方は、おそらくいま、ほかにはいらっしゃらないのではない
でしょうか。

お名前? ヒントは画面の文字です。わかる人にはすぐおわかりですよね。あまりに貴重なお話
だったので、ちょっともったいぶってみます（笑）。

なにしろ50年以上にわたり、文字づくりに携わってこられた方ですから、おうかがいしたいこと
も膨大です。ご本人も「よく取材を受けるけれど、最近は、いかにはしょるかを考える」とおっしゃる
ほど。けれども丁寧に、これまでの軌跡を語ってくださいました（……と言いつつ、4時間以上お
話をうかがってもなお、一度では終わらず、次回にインタビューも持ち越すことになりました）。

タイプデザインの教科書はもちろん、「タイプデザイン」という言葉すらまだ日本では使われて
いなかった時代に、いかにしてデザインを研究し、つくり上げていかれたのか。組版の新しい技術
が登場するたび、いち早くそこに飛び込み、そこで使われる文字を作るということは、どれほど勇
気のいることだったでしょう。

あふれる文字愛と、80歳とは思えない思考の柔軟さ。Macに向かいつつ書体開発のプロセス
について説明もしてくださり、4時間という時間もあっという間に過ぎ去るほどに、濃密で楽しいひ
とときでした。次回の撮影とインタビューも楽しみです！

2009年11月26日　制作中
さてさて、取材に行ってまいります。初めてお会いする方です。今日はどんなお話が聞けるかなー。

2009年11月30日　制作中
小林章さんがブログでインタビューの時のことに言及してくださっています：）確かに欧文書体以
外のお話もたくさんうかがいましたが、聞くほどに小林さんもつ世界の奥深さ、豊かさを痛感し、楽
しかったです。それを原稿できちんと伝えられるといいな。

2009年12月01日　制作中
アポイントが進み、取材先のラインナップがほぼ決まってきました。そろそろ2回目の取材（撮影）
まわりも始まります。今回の本は写真をふんだんに入れたいと思っているので、撮影もじっくり行
っていくつもりです。
（原稿も、書かなくっちゃ……）
（その前に、そもそもインタビューの音声起こししなくちゃだし）

2009年12月02日　脱線話もまた楽し。
10月末に取材させていただいた小林章さんが、ブログ「タイプディレクターの眼」でこの本のイン
タビューの時のことに言及してくださっていました。
〈そういえば、ひと月前、日本にいるときに 雪さんとのインタビュー で寄席文字の話もしたっけ。

寄席文字と勘亭流とは違うよって。寄席文字は落語の文字、勘亭流は歌舞伎の文字です。相撲
は相撲文字。それが分かると世界が 違ってくるよ。とくに、デザイナーさんちゃんと分かってよって。

「書体 Bodoni はイタリア関係にしか使えない」みたいな根拠のない噂話とは全然違います。そん
な話に振り回されている人は こちらへ。

なんかインタビューは欧文書体についてというより脱線の話が多かったような...なので、その
部分が本になるかどうかは分かりませんが。〉

小林章の「タイプディレクターの眼」：寄席文字の体験、福岡で！
長いインタビューのなか、確かに欧文書体以外のお話もたくさんうかがいましたが、“脱線の

話”のひとつひとつも小林さんをかたちづくる大切なことばかり。思わず「小林さんの好奇心は、
ほんとうに幅広いんですね」と感嘆のため息をもらしたわたしに、「いや、文字に関することばかり
ですよ」とにこやかに答えてくださった小林さん。お話を聞くほどに小林さんのもつ世界の奥深
さ、豊かさを痛感し、感動してしまいました。そういう“奥深さ、豊かさ”を伝えられる本にしたいな、
と思っています。

2009年12月03日　ひとつの書体にほれ込んで。
さて、先日お会いしてきたのはエイワンの大平善道さん。「ZENオールド明朝」をデザインした方
で、今年の春には「ZEN角ゴシック」をリリースされました。

大平さんはまた、手動写植機を自ら導入して組版に取り組んだり、Mac黎明期にいち早く取り
入れて書体を作り始めてきた方でもあります。新たなシステムをいち早く導入するというのは、大
変なことです。そういう裏話をうかがったり、写植時代の実験的なお仕事もいろいろと見せていた
だきました。

実は以前から、その社名の由来を聞いてみたいと思っていたんです。お話をうかがってみた
ら、写植時代、「A1明朝」という書体にほれ込んだことが、その由来となっているのだとか。ひとつ
の書体が、大平さんの人生の転機を作っていった。文字のもつ力を、あらためて感じたインタビュ
ーでした。

2009年12月11日　制作中
本日は撮影2件。屋内なので大丈夫ではあるのですが、お天気悪いのですね～。うーん。

朝から2件の撮影。さきほど終了。
今日はどちらの撮影も資料やMacの画面を見せていただきながら、書体のデザインの過程を

お聞きしました。
ブックデザインをお願いしている山口さんが同行してくださったこともあり、また違う視点から質

問ができておもしろかったです。
そして、かづらきのキャラクター（?）、ていかちゃんが、はげしくかわいかったです：）
今日の撮影のために、カメラマンの雨宮さんがとても細やかな気遣いのもと準備してくださっ

ていたことを知り、じーんと感激する。本当に、ありがとうございます。今日の撮影、楽しかったです。
（091210の日記）

2009年12月14日　制作中
金曜日に引き続き、本日も撮影1件。少し晴れてきたかな? 今日のオフィスは眺望が素晴らしいと
ころなので晴れますように。

昼食とって外に出たら、やっぱり雲が切れないですね～。うーん。
撮影終了～。開始時にはどんより曇ってたけど、みるみる晴れて、いい光が差し込みました。よ

かった！

2009年12月15日　いろんな文字のつくりかた。
先週金曜、今週月曜と、撮影が続きました。一度インタビューにうかがった方たちのもとを再訪し
て、あらためてお話をうかがいながらの撮影です。文字をつくる時に参考にする資料、どんなふう
につくっているのかなどなど……。みなさん、とても楽しそうにお話ししてくださいました。

まず訪ねたのは西塚さんのもと。仕事場まわりでの撮影を終えてから、場所を変えて、お借りし
た資料をまた写す。
１）カメラマン雨宮さんが撮影を続けていると……、
２）西塚さんが「撮影の様子を撮影させてくださーい」とご登場。終始、笑いの絶えない現場となり

ました。

＊　＊　＊　＊

さて、次に訪ねたのは、片岡さんのもと。
３）ひとしきり、書体のつくりかたなど質問をしていると、片岡さんが取り出してくれた資料に、一

同「!!」。
新たな展開に、ブックデザインご担当の山口さんも熱心に耳を傾けます。これは楽しみ！
しかも今回、新しくつくられた資料室も見せていただいて、一同興味津々。昭和初期、流麗な書

で手紙をしたためることは主婦の嗜みであったんだな、とか、いろいろな発見がありました。

＊　＊　＊　＊

そして昨日は大平さんのところへ。
４）窓の大きい素敵な空間なので、晴れてほしいなあとずっと思っていたのですが、あいにくの曇

り空。残念に思いながらお話をうかがっていたら、すーっと日が射してきたではありませんか！ 
すかさず撮影です。
その後も撮影のあいだじゅう、明るい日が射してくれました。

「大平さん、晴れ男ですか？」とうかがうと、違うとの答え。でも、空に願いが通じて、ほんとうによ
かったです！

大平さんが大切に保存していらっしゃる写植の文字盤を見せていただき、「きれいですねぇ
……」と、うっとりしていた雨宮さんとわたしでありました。

＊　＊　＊　＊

こうして何人かの方のもとを再訪していると、あらためて、みなさん生み出す文字もさまざまなら、
そのつくりかたもさまざまであることがよくわかります。共通している点もあればまったく違う点も
あり、それがその人ならではのこだわりのポイントであったりして、おもしろい。

来週もまた、撮影とインタビューが続きます。はりきって行ってまいりますよ～！

2009年12月16日　制作中
わたしたちは「伝えたい」し「知りたい・読みたい」。文字デザインや組版は、その間をつなぐため
に行なわれる。なぜわたしが文字やエディトリアルのデザインが好きなのかというと、そこに「思
いやり」が隠れているからなのかもしれない。

2009年12月21日　制作中
おはようございます。この週末は音声起こしをせっせと進めておりま した。いろいろな方に長時間
にわたり文字にまつわる濃いお話をうかがってきていて、音声起こしの溜まり具合が大変なことに
……！ でも、改めて聞いていると面白いです。それぞれのお話もどんどんつながっていく感じで。

さて、今日はインタビュー＆撮影が1件。聞きたいことが尽きないほどに文字に長く携わってい
る、Kさんへの2回目の取材です。しっかり準備して臨みたいと思います：）

取材終了。今日も結局4時間。
今日の撮影はとにかく貴重な資料のオンパレード。木活字や原字、パターン、母型……。原字

の美しさに感動。

2009年12月22日　制作中
今日は文字の本、年内最後の取材です。一回目の取材なので、単身インタビューにうかがいます！ 

最寄駅にとうちゃーく。2年ほど前にうかがったことがあります。なんとなく、風景を覚えているよ
うな。しかし今日もいいお天気ですねぇ。

取材終了～。「これまとめるの大変だね（笑）」という言葉で送り出されました。がんばります！

2009年12月23日　制作中
岡田斗司夫さんブログの言葉。「僕はいろんな人の「伝説」を語りたい」「僕たちの世代、僕たちの好
きな世界にも、ちゃんと英雄たちはいた。その業績や試練、栄光や挫折を僕は自分が感じたままに
語りたい」まさにそんな気持ちで文字の本を作っている。共感。

2009年12月30日　文字の歴史にふれながら。
ふと気がつくと、2009年も残すところあと2日となってしまいました。

その後は撮影1件とインタビュー1件、計2件の取材を行ないました。
まずは11月にインタビューにうかがったこちらの方のところに、撮影へ。前回はもったいぶってお

名前を明記しませんでしたが、その方とは小塚明朝／ゴシックの小塚昌彦さんでありました。
幸いなことに良いお天気。明るい日が差し込むなか、お仕事部屋に案内されると、ブックデザイン

の山口さんもカメラマンの雨宮さんも、「これは……！」と目を輝かせます。もうとにかく、宝の山、写し
たいものがいっぱいなのです。

お仕事をしている様子を撮らせていただいたり、原字やベントン彫刻機で活字母型を彫るための
パターン、母型、木活字など、貴重な資料の数 を々見せていただいたり。書棚に並ぶ蔵書も興味深
いものばかり。

原字はとにかく美しかったです！ カラス口でぴっと引かれた線。トレーシングペーパーに描かれて
いたので「ホワイトかけられないですね」と言うわたしに、「昔の人が1ページ分を木版で彫っていた
ことを考えれば、ホワイトかけず一文字墨入れするなんて大したことじゃないよ」とさらりとおっしゃる
小塚さん。しびれました。

ひととおり撮影を行なった後は、インタビューの続きです。50年以上にわたる文字デザインのキャリ
アの、後半のお話。教えていただきたいことがありすぎて、またもや長時間の取材となってしまいました。

80歳を超えてなお「過去を尊重するのとノスタルジーは別。僕は新しいものを作りたいと思った」
とおっしゃる姿は、本当にかっこよかったです。

＊

さて、また後日。2年以上前に一度うかがったことのある事務所に、インタビューに訪ねました。こちら
です。

文字デザイン研究者の故 佐藤敬之輔氏が遺された研究所です。佐藤氏は戦後、日本でまだ「レ
タリング」「タイポグラフィ」の概念が確立されていない時代に、文字デザインの理論と実践を紹介し、
活躍されました。現在は書体デザイナーであり書体史研究者の小宮山博史さんが引き継いでおら
れます。

佐藤先生ご存命のころのお話や、小宮山さんがいかにして現在までのお仕事を積み上げてこら
れたかについて、たっぷりとお話をうかがってきました。佐藤先生の東大時代の同級生が、わたしの
通っていた大学の学園長だったりと、意外なつながりもわかってびっくり。

そうそう、小宮山さんはやはり来春ごろに文字に関するご本を出版予定で、6月には人形町
Visnion'sというギャラリーで、デジタルフォントの展覧会を開催予定なのだとか！ もしかするとこちら
の本も、若干関係させていただけるかも……？ 日程など詳細が決まりましたら、お知らせいたします！

＊

残る撮影・取材はまた年明けに行なっていきます。それまでの間、せっせと音声起こしと原稿書きをし
なくては。がんばります！

2009年12月31日　制作中
とにかく、じっくりていねいにつくり上げていきたいと思います。お読みくださっているみなさま、本年は
どうもありがとうございました！ 年が明けてからも、おつきあいいただければ幸いです。良いお年を。

2010年01月13日　文字は人がつくっている。
あけましておめでとうございます、と言うには、ずいぶんと日が過ぎてしまいました。1月もすでに半ば
ですね。

現在制作中のこの「文字デザインの本（仮）」、2010年はいよいよ刊行の年。昨年末までにある程
度の取材と撮影を終え、このあたりでもう一度、具体的なスケジュールの検討を行なっているところ
です。 

並行して、取材の音声起こし（いわゆるテープ起こし）、 ビジュアル素材集め、そしてもちろん原稿
執筆を進めていかなくてはなりません。が、現状は素材集めと、引き続き行なっていく取材・撮影の
準備で日 が々過ぎていっています。そうそう、用語統一表も作らなくては。

とにかく、わたしたちが思いを伝えるのに不可欠な「文字」をつくっている人がいるのだということ、
なにより、「文字」という楽しい世界があるのだということを伝えられる本にできればと思っています。

相変わらずゆるりとした更新ペースになるかと思いますが、文字の本づくりを一緒に楽しんでいた
だければと思います。

本年もどうぞよろしくお願いいたします。

2010年01月20日　書体デザインは思いやり
先日、活字地金彫刻師・清水金之助さんの米寿記念実演会の会場でお会いした方 と々お話をして
いて、「なぜ書体デザインをテーマにするようになったのか」というような話題になりました。

正直なところ、わたしは書体デザインについて専門的に学んだ経験はなく、けっして専門家では
ありません。けれど文字は好きだなあと思うし、興味があります。そしてなにより、書体デザインを手
がけている方 の々お話を聞くのが楽しくてしょうがないのです。

どうして楽しいのか、どうして好きなのか。それはきっと、書体デザインが高いプロ意識の成果で
あると同時に、「いかに読みやすくするか」「いかにメッセージを伝えたいイメージに沿って伝えられ
るようにするか」という配慮、つまりは“思いやり”の積み重ねによってなされているものだからなので
す。しかも、そうしてできあがった書体は、多くの場合、使い手に向けて“そっと”差し出される。その書
体を作った本人すら知らないうちに使われた文字に、街のどこかで、あるいは本や雑誌のかたちで
出会ったとき、書体デザイナーさんはそれを見て、そっとほほえむ。そういう図に、ぐっとくるんです。

昨年末に取材に行ったとき、小宮山博史さんから2冊の著書をお借りしてきました。
『レタリング』（手前、2001年7月発行）と『良い書体とはどういうものか』（奥、2006年9月発行）。

いずれも、デザイナーの日下潤一さん（小宮山さんとは印刷史研究会の盟友であられます）の個展
にさいして限定発売された、たいへん貴重な本です（なにしろ『良い書体とはどういうものか』は限定
100部、『レタリング』にいたっては、限定18部しか制作されていないのですから！）。

これらの本を拝読していると、書体というものがいかに細やかな配慮の積み重ねのもとでつくら
れているのかということを、つくづくと感じます。最初の一本の線をどこに置くのか。その線に対し、文
字をかたちづくる他の線はどう置いていくのか。そこに「絶対」はないのです。デザイナーひとりひと
りの熟考と思いやりが、そのひとつひとつの位置やかたちを決めていくのです。

しかも、文字というものはひとつデザインすれば完成というものではありません。文章となったとき
に違和感のないようつくりあげていかなくてはいけない。約物や記号だって含まれます。そうやって
考えていくと、ひとつの書体のなかに、いったいどれだけの思いやりがこめられているんだろう！ と気
が遠くなるほどです。

そう。
今回の本の取材は、書体にこめられた物語と、それをつくったデザイナーさんの愛、思いやりをた

どる旅なのです。それはもう、楽しくないわけがない！
さて、次はどなたから、どんな物語がうかがえるのでしょうか。とても楽しみです。

2010年01月27日　原字にうっとり。
先週、撮影のため、小宮山博史さんのところに再度うかがってきました。前回のインタビュー時のこと
を記した当ブログ記事にもあるように、小宮山さんの仕事場は、文字デザイン研究者の故 佐藤敬之
輔氏が遺された研究所です。

ご覧のように壁面を覆いつくした本棚だけでなく、部屋のあちこちに文字にまつわる本が積み上
げられています。このほとんどが、小宮山さんがコツコツと集められたものなのだとか。

小宮山さんが書いた原字（フォントの原型となった手書きの文字）も撮影させていただいたので
すが、これが本当に美しくて……。まるで印刷されているもののようなのです。インクにポスターカラ
ーの黒を少し混ぜることで光沢を押さえ、ムラにならないのだそうです。

ご愛用の道具も撮影させていただきました。どれも使いこまれていて、小宮山さんが積み重ねて
こられた修練の重みを感じました。

今回もまた、楽しい撮影でした……！
そうそう、前回のブログでも少し書きましたが、小宮山さんが6月に予定されている人形町

Visnion'sでの展覧会では、ギャラリーの壁をデジタルフォントの原字で埋めつくす計画が進行中の
もよう……。楽しみすぎますね！ わたしもできる限りご協力したいと思っています。詳細はまた後日、
お知らせいたします。

2010年01月28日　文字の宇宙へ。
さて、今週はタイププロジェクトの鈴木功さんのところに、撮影にうかがってきました。

今回も晴天にめぐまれて、鈴木さんの仕事場“レタースペース（文字の宇宙）”はあたたかな陽射
しに包まれていました。空間の気持ちよさが伝えられそうで、思わずにんまり。

鈴木さんが現在取り組まれている都市フォントについてのくわしいお話とか、これまでにつくられ
た書体の資料をいろいろと見せていただいたのですが、とにかくそのファイリングの美しさにびっく
り。資料やスケッチが全部きれーいにファイリングされていて、必要なものがすぐに出てくる。もちろ
ん、そうしたファイルは整然と仕事場の棚におさめられています。

アイデアノートを見せていただきながら、話は思わず「メモ術」のほうへ……。「ノートは分けない
のが一番ですよ！ なにかメモしたいと思ったとき、いかに実際にメモするまでの敷居を低くするかが
大切」との言葉に、ここ数年、ネットやノートのあちこちにメモをした挙げ句、それが散在して収拾が
つかなくなっているわたしは、海より深く反省するのでありました。思い返せば、若かりしころ、なんで
もかんでも書き込む一冊の「虎の巻ノート」をつくっていたときが一番、メモ活用がうまくいっていたよ
うな気がします。
「タイプデザイナー」と聞いただけで震えがきてしまうほどに、そのお仕事を愛している鈴木さん。

今回もまた、愛情たっぷりの文字トークをありがとうございました！
＊前回インタビューにうかがったときの様子はこちら
＊「レタースペース」には「字間」という意味もあります。

2010年02月16日　制作中
とにかくがしがしと原稿を書いています。

音声起こしにメモを書き入れて原稿のプロットを練ったり、写真のコンタクトシートを眺めながら
サムネイルを書いたり、目次案をながめながら手を入れたり。

今回の本はビジュアルをたくさん入れるので、雑誌に近いつくり。私自身、誌面を編集しながら書
いていますが、しかしやっぱり欠かせないのが版元編集Oさんの存在。すぐに反応をくれる人がいる
のは本当にありがたいのです。
2010年02月19日　制作中

「書体」という言葉は一般的？ デザイナーさんたちに限らず、その分野にあまり詳しくない人たちにも
一番わかりやすいのは「フォント」？ でも「フォント」だと意味が違ってしまう場合には「書体」または

「文字」で伝わるでしょうか？
では、「書体デザイナー」「タイプデザイナー」その分野にあまり詳しくない人たちにもわかりやす

いのはどちらでしょう。「書体デザイナー」かな、とは思っているんですが。
「ここにこんなに楽しい世界があるよ」という本にしたいんです。だから用語の厳密さより、わかり

やすさ、伝わりやすさをとりたい。でも自分自身、そのテーマにどっぷりつかっていると、麻痺してしま
うことがあるかも、と。それでこのごろ、いろいろな方に言葉の印象について聞いています。

でも間違った伝わりかたにはしたくない。
文字を作っている人たちは、その人によって「書体デザイナー」「書体設計士」「タイプデザイナー」

「タイプフェイスデザイナー」「タイプディレクター」「タイプデザインディレクター」と名乗る肩書きが違

っていて、そこにその人なりのこだわりが詰まっている気がします。

2010年02月22日　制作中
原稿を書いていたら、Quadraとか懐かしいMacの話が出てきました。会社で使ってたなあ、
Quadra。わたしが初めて自分用に買ったMacはPower Mac 4400/200でした。入門機だったけれ
ど、あのころは高かったなあ。

2010年02月24日　制作中
文字を自分で作れないけれど、文字にのせてでなくては文章を他の人に伝えられないライターの私
は、いつもしみじみ、ありがたさを感じています。

2010年02月27日　制作中
どういう方法にせよ、「文字をつくれる」「デザインできる」ということ自体が、デザイナーではないわた
しから見ればすごいことです。

2010年02月28日　溝引きと、あたらしい妙技と。
更新していないうちに、ほぼ1カ月が経ってしまいました！ なにをしていたかというと、ひたすら原稿を
書いていました。いえ、「原稿を書いています」が正しい。しばらくのあいだ、ひたすらに原稿を書く
日 で々す。

さて、今月のはじめ、字游工房・鳥海修さんのところに再びうかがい、原字制作のようすを見せて
いただきました。
「えっ、書くの?!」
と言いながらも、解説しつつ墨をすり、その後の作業を順を追って見せてくださいました（ありがと

うございます！）。
さて、鳥海さんの原字制作のようすといえば、字游工房さんのサイトに、こんな貴重な動画がアッ

プされています。
溝のついた定規とガラス棒、細筆を使った「溝引き」の方法で、ひらがなの「あ」に墨入れをしてい

るところです。直線部のみならず、曲線で構成されるひらがなを溝引きで墨入れするのは、鳥海さん
曰く「写研の妙技」なのだとか。鮮やかな手つきに目をみはるばかりです。

しかし今回の取材でわたしたちが見せていただいたのは、これとはまた違う墨入れ方法。鳥海さ
んだからできる方法なのかもしれません。思わずうっとりと見とれてしまいました。乞うご期待です！
（手もとにモザイクを入れてみたりして……すみません！ 本を楽しみにお待ちくださいね！）

2010年03月04日　お天気に泣かされる／欧文書体セミナー
先週前半までよいお天気だったのに、後半～週末はグズグズ……。

そしてひな祭りの3月3日はよいお天気でしたが、明日（日付としては今日ですが）はまた雨の予
報、しかも寒いらしい。来週前半は雪が降るかもしれないそうですね。

このごろ天気ばかり気にしています。それというのも、とある撮影を予定した日にかぎって雨が降る
（しかも冷えこむ）ので、なかなか撮影できずにいるから。実は明日（4日）も撮影の予定だったのです

が、どうもむずかしそう。困ったなあ。
今回の本ではこれまで、お天気が関係のない取材の場合でも比較的好天にめぐまれることが多

く、陽の差しこむ明るい仕事場で気持ちよく撮影できたケースがとても多かったんです。ところが、
「今回の撮影は晴れていてほしい」とことさらに思い始めた途端に、雨続き。もしかして私、雨女だっ

たんでしょうか（雪のくせに）。とほほ。
気を取り直してもう一度、日時を設定し直すことにしましたが、三度目の正直で、次回こそ晴れてほ

しいものです（いや、晴れなくてもいい、せめて雨よ降らないで……）。

＊

話は変わりますが、2月27日（土）、嘉瑞工房・高岡昌生さんの欧文書体セミナーを聴きに、アップル
ストア銀座に行ってきました。いま私が作っている本には高岡さんはご登場されませんが、セミナーを
聴いてつい、個人ブログのほうで文字について熱く語ってしまいました。（以下、内容）

■「欧文組版セミナー」と、文字についてあれこれ考えたこと
昨日は折形デザイン研究所のトークショーを聞いた後、アップルストア銀座へ。美術出版社から『欧
文組版』を上梓された、嘉瑞工房・高岡昌生さんのトークショーを聞くためだ。

嘉瑞工房は戦前から続く欧文金属活字の印刷会社で、海外からも高い評価を得ている。昌生さ
んはその三代目にあたる。

トークショーでは、本の内容に沿いながら、なぜ昌生さんがこの本を作ろうと思ったのか、本に込
められた想いについてが語られた*1。

この本は「読みやすい欧文組版」をテーマにしている。そしてもうひとつの大きなテーマが「思い
やり」だという。組版はなんのためになされるかといえば、「読み手のため」。つまり「作り手がどうした
いのか」ではなく「読み手にとって読みやすい」ということがなにより大事。そのためには、読み手の
ことを考え、思いやることが必要だと。そして「読みやすさ」を最終的に判断するのは、数値や理論で
はなく「人の目」。目で見て読みやすいかどうか、ということが大切なのだという。

だから高岡さんは、この本をマニュアルにはしたくなかったのだそうだ。「こうすれば読みやすい」
と数値で示しても、書体や目的が変われば、適切な数値は変わってしまう。「組版ルール」というもの
は、定まっているようでいて、例外があまりにも多い。「組版は生き物のようなもの」、時代に応じて刻々
と変化していくのが組版なのだ。「いま」の方法やルールだけを切り取り、数年先の読者を見捨てる
のではなく、長く読まれる本を作りたい、そういう想いから、マニュアル的にではなく、組版の基礎とマ
ナーについて「なぜこういうものがあるのか」「どうしてそうしなければいけないのか」ということがわ
かるようまとめられたのが、今回の本なのだという。

Amazonの内容紹介では「実際の練習問題と事例紹介を載せることで、組版の力がつくように構
成されています。本書を読んだ後は過去の自分の組版をやり直したくなるくらい衝撃的な本です」と
ある。まだ買っていないのだが（昨日のイベント後、すぐ近くの教文館では売り切れていた）、手に取
るのがとても楽しみ。

＊

さて、昌生さんの「思いやり」という言葉に出会ったのは、実は昨日のトークショーより前のことだった。
こちらには書きそびれているけれど、現在発売中の『デザインのひきだし 9』に連載中の「名工の

肖像」で、昌生さんのお父上、高岡重蔵さんにインタビューをさせていただいた。原稿を書くにあたり
嘉瑞工房関連の本をいろいろと読んだ。そのなかの一冊、『『印刷雑誌』とその時代―実況・印刷の
近現代史』に所収されている文章「組版、欧文タイポグラフィ」（文章は重蔵氏と共著）のなかにその
一節があるのだ。

筆者らは師である井上嘉瑞から含めると、約八〇年に渡りこの国の「欧文タイポグラフィ」を見つ
めてきた。時代は活版、写植、デジタル印刷に変わり、組版（レイアウト）工程も激変した。しかし、印
刷物が人の思いを伝える役目は終わっていない。手段が変わっても目的は同じである。「タイポグラ
フィ」は文字を読ませるもの、見せるものではなく、「読んで頂くもの、見て頂くもの」である。「読んで
頂くもの」であれば、筆者の考えを、よけいな思惑を排除し的確に読者に伝えるための努力を惜しま
ない事が重要で、タイポグラファによけいな思惑は不要である。

（略）
注文した人にとっても、それを渡す相手にとっても、心地良い印刷物であること。そのために「タイ

ポグラフィ」の知識の集積があり、技術の積み重ねがある。
いつか「Typography」が、「思いやり」と訳される日が来ることを切望する。
高岡重蔵、高岡昌生「組版、欧文タイポグラフィ」／『『印刷雑誌』とその時代』所収 印刷学会出版

部、2007.12　P.171-172
この文章を読んで、こんなふうに思った。
組版は「文字を並べること」であり、なんのためにそれをするのかというと、「伝えるため」だ。私た

ちは伝えたいし、知りたい・読みたい。書き手の伝えたいことを読み手に媒介するのが、「文字」であ
り「組版」なのだ。

なぜ私が「文字」や「組版（またはエディトリアルデザイン）」に心惹かれるのかというと、そこに「思
いやり」が隠されているからなのかもしれない、と*2。

いま私は、文字を作っている人たちへのインタビューを重ね、本を作っている。なぜこういう本を作
りたいと思ったのか、自分でもはっきりと言葉にできていなかったその理由を、高岡さんの言葉から
教えていただいた気がする。

＊

そしてもうひとつ、嘉瑞工房の創立者・井上嘉瑞氏が昭和11（1936）年に発表した名著の復刻版『井上嘉瑞と活
版印刷 著述編』*3 のなかに、感銘を受けた言葉があったので、記しておきたい。同書が復刻する際に高岡昌生さ
んによって新たに記された解説のなかの一文だ。『』内は井上嘉瑞氏の言葉。

〈タイポグラフィは芸術でも、学問でもありません。その試みが芸術的美的完成度を持っていても、たゆまぬ努力
により偉大なる哲学的思想を持っていても、常に目的は書体の名前も時代的な背景も知らない人 の々日常生活の
中にあります。従って読書も手紙のやり取りも名刺の交換も能書きだけを知っていても良いものは出来ません。

嘉瑞氏は、父に対して芸術家たる振る舞いを戒め、人に威圧を感じさせる知識の披瀝を禁じています。また、本
を読み、見聞を広げ、ディスカッションや絶えず実践することを奨めています。

（略）
『一片の印刷物を提供するためには、知識を蓄え技術を向上させ臨むことで、最終的な結果として

芸術的に優れた出来映えと評価を得ることになるかもしれない。しかし、その評価を得たいが為に
組版に勝手な作為があってはならない。』〉

井上嘉瑞『井上嘉瑞と活版印刷 著述編』印刷学会出版部、2005年P.18-19
「タイポグラフィの目的は常に書体の名前も時代的な背景も知らない人 の々日常生活の中にある」

……。忘れてはならない、しかしきわめて忘れられがちな、とても大切な視点だ。あらためて、「文字」
が好きだな、としみじみ思う。

*1:具体的な内容についてのお話もありましたが、それは他の方のレポートに譲ります。
*2:そしてもうひとつ。「伝えたい」人と「知りたい」人の間に立ち、より伝わりやすくわかりやすいかた

ちで思いを伝える手助けをするのが、編集者の仕事である、とも。ライターとしての自分も、そうい
うスタンスの書き手でありたい。／さらにもうひとつ。デザインにしても文章にしても、本来は「思い
やり」がとても大切なのだと思っている。

*3:ちなみにこの『井上嘉瑞と活版印刷 著述編』は、1936年に発表されたものであるにもかかわら
ず、現代の欧文組版にも通じる指摘が多数なされている。欧文組版に関心のあるかたにはおす
すめの一冊だ。

2010年03月12日　制作中
いいお天気ですね！雨に泣かされ続けてきた撮影が、今日こそはできそうです。

本日の撮影・取材ぶじ終了。文字を作るというお仕事への思いの強さが伝わってきて、泣きそうで
した。

2010年03月16日　デザイナーさんとうちあわせ
ブログの更新がやたらとゆっくりだし、ずいぶんのんびりつくっている雰囲気の漂う、当書籍。実は、
けっこう差し迫った状況になっております……！

そんなわけで、デザインを担当してくださる山口信博さん・大野あかりさんにお渡しするために、昨日はせっせと
原稿整理、ラフ書き、写真や素材の準備などをしておりました。思ったより苦戦して、時間がかかってしまい、大あわ
て。書籍といいつつ雑誌に近いつくりなので、写真点数が多いのです。

どうにか目標ページ数分を仕上げて、山口デザイン事務所さんへ。うちあわせスペースに行くと、愛らしい声が
する。出迎えてくれたのは、この子でした。

てらぞうくん。
わたくし、大の猫好きなので、たまりません。

さて、うちあわせでは、用意してきた原稿や写真・図版をお見せしつつ、説明をしたわけですが、そ
うした素材に対して山口さんや大野さんから質問を受けたり、おふたりが興味深そうにしみじみ眺め
てくださったり、というふうにしているうち、（原稿がおくれ気味で、しょんぼりしていたのですが）むくむ
くと元気がわいてきました。

どうも、ひとり悶 と々作業をしていると、煮詰まってしまうんですね。けれど、集めてきた材料を人に見
せて、反応してもらって。そういう、人と人とのやり取りの積み重ねが、本をおもしろくするんだろうなあ。

原稿も写真もメールでポンと送るのは簡単だけれど、会話をしながらつくり上げていくと、モチベ
ーションが全然ちがいます。たくさんのかたに取材や素材提供でご協力いただいてきているこの本
は、そんなふうに、顔をあわせたやりとりを大切にしながら作っていくのがふさわしいんだろうな、と、
当たり前のことを改めて、しみじみと感じています。

＊

校正を戻していただくときのひとことにはげまされたり、Twitterで勇気づけられたり。つくづく、いろ
んな人に助けられているなあと思います。

＊

そうそう、前回「お天気に泣かされる」と書いていた撮影は、先週金曜日にようやく無事に終えること
ができました。

とにかくこの撮影に関しては、予定を入れるとことごとく天気予報で雨マークが出るので（雪マー
クだったことも）、「もしかして私たちが雨雪コンビのせいなのだろうか……?」と本気で悩みました（カ
メラマンは雨宮さん、わたくしは雪なので……）。雨女確定ではなくて、よかったです。

2010年03月26日　かわいい校正戻し
気がつけば前回の更新から10日経過！

飛ぶように時間が過ぎていきます。
現在、せっせと原稿を書いては、取材させていただいたみなさんに、校正をお願いしているところ。

昨日は片岡さんから校正戻しが届きました。
……が、テキスト段階での校正なのに、なにやら箱状です。段ボールの梱包を開けてみると、黄

色い箱が姿を現しました。
１）なにが入っているのかな？

さらに黄色い箱のふたを取ってみると……
２）ふたの内側は、水色です。かっ、かわいい！！

ふたの片隅をよーく見てみると……
３）カタオカデザインワークス フォントライブラリーのクレジットが入っていました。オリジナルの箱な

んですね！ シンプルだけど、どことなく品があって、愛らしい。片岡さんのつくる書体とそっくりのデ
ザインです。
箱の中身はCD-ROMとiroha gothicの冊子。原稿のご確認と一緒に、いくつか図版のご提供を

お願いしたので、データを送ってくださったのでした。
それにしても、なんとかわいい校正戻し。
ほのぼのうれしくなりました。

2010年03月29日　文字飲み
昨日は文字好きさんの集い、文字飲みに参加してきました。プレゼンで本の予告編を。プレゼン終
了後、みなさんからいろいろとご感想をいただけて、本当に励みになりました。 原稿書きもラストス
パート、がんばります！ 

取材先のおひとりKさんご愛用と聞き、土生天祥堂の筆カタログを取り寄せてみた。デザイン、
POP、レタリング、看板、製版、書道、絵画などの専門家用筆を製造販売している会社。カタログ冒頭
で筆の製作工程が細かく掲載されていて、かなり萌えます。ゴシック筆なんてあるんですね～

2010年03月31日　少しずつ。
デザイナーの山口さん、大野さんとうちあわせ。

少しずつ、少しずつ。
形になってきました。
原稿執筆、大詰め。引き続き、がんばります！

＊

デザイナーの山口さん、大野さんとの打ち合わせ終了。たくさんの材料をきれいにすっきりまとめてく
ださって、うれしい♪　わくわくしてきましたー！

2010年04月01日　また一本。
チェックをお願いした原稿の赤字が、取材先のかたから戻ってきました。

みなさまお忙しいのに、ていねいに校正してくださって、あたたかな言葉をかけてくださるので、本
当に励みになります。

残りの原稿もがんばらねば！

2010年04月04日　制作中
取材で実際に原字を書いているところを撮影させていただいた時の話。とても緻密な作業なので、
見ているこちらは思わず息を止めたりしてしまうと、「どんどん質問してください」「話すのは全然だい
じょうぶですよ」と。それだけ身体に入っているということなのでしょうか。すごいなあ。

2010年04月05日　制作中
編集Oさんより電話。そろそろ新刊案内などにも載せていく時期なので、タイトルをFIXさせましょう、
とのこと。そうなんです、もうそんな時期なのです。

そしてOさんから、「レイアウトいいですねー！」と。ふふふ。誌面デザインができてくると、テンショ
ン上がりますね。

2010年04月11日　制作中
82歳のかたが書かれた文章に「ルンルン気分」とあり、ほっこりなごむ。

日曜日のこんな時間（19:30）に編集さんに原稿を送ったら、即メールが返ってきました。Oさん
……（涙）

2010年04月16日　制作中
しばらく沈黙していましたが、たったいま、本文をひととおり書き上げました……！ まだ取材先のご
確認もあるし、前付けや後付けなど書かなければならない部分が残っていますが、ひとまず喜んで
もいいでしょうか。ヤッターーーーー！！！！！！

2010年04月17日　ひととおり……
昨晩、ようやくひととおり、全9章の本文を書き上げました……！

あとは取材先にご確認いただいたり、レイアウトを進めていただいたり、校正したり。原稿としても、
まえがきやあとがきが残っているし、目次や参考文献など、そろえなければいけないテキストが多々
ありますが、とにかく、ほっとしました。

取材先のみなさまには、お忙しいなか、校正にご協力いただき、ありがとうございます。
そして、Twitterやこちらのブログをご覧になって、いつも応援の言葉をかけてくださるみなさまに

も、心から感謝申し上げます。どれだけ励みになっているかわかりません。
さて、昨日は山口デザイン事務所さんで、カバー＆表紙案もいただいてきました。来週には用紙も

決定予定。山口さん、今年のペーパーショウのアートディレクションを担当なさっていてお忙しいの
に、本当にありがたいです。

続 と々形になってきています。引き続き、がんばります！

2010年04月21日　制作中
本日は山口デザイン事務所さんへ。本文最後の章をお渡ししてきました！

2010年04月28日　制作中
実は一昨日、本文のレイアウト初校がひととおり完成。大野さんがものすごーくがんばってくださいま
した！ ありがとうございます！（ぱちぱち！）

新たにアップしていただいた分を含め、引き続き校正を進めています。先ほど、レイアウトをご確認
くださったかたから「文章と写真の雰囲気がよく合っていていいですね」とお褒めの言葉をいただ
き、ひとり「うふふ」とにやけるの図。

仕事場、書棚、道具、ラフスケッチ、原字……など写真もりだくさんで、それらの写真がまた素敵
なのです。長時間の撮影に楽しみながら取り組んでくださったカメラの雨宮さんに心より感謝。

2010年04月30日　藤沢周平と游明朝体／追いこみ！
昨日、山形県鶴岡市に市立藤沢周平記念館がオープンしました。

字游工房さんの2010年4月28日付「お知らせ」にあるように、「藤沢周平といえば游明朝体R」。と
いうのも、「游明朝体R」は「藤沢周平の時代小説を組める書体」をコンセプトに開発された書体なの
です。

長いあいだそう言い続けていたら、今回、藤沢周平記念館オープンを記念して出版された2冊の
本で、「藤沢周平と游明朝体R」について触れられるという、「事件」が起きたのだそうです。その「事
件」について、字游工房代表の鳥海修さんは、次のように書かれていました。
〈今回の2つの事件で游明朝体Rと藤沢周平作品との距離が急激に縮まったことに、うれしい反

面、戸惑いもあります。言ったからには逃げられない。踏ん張ってがんばらねばと思います。〉
字游工房2010年4月28日付の「お知らせ」より

「言い続ける」ということは、その対象との距離を縮め、縁を呼びこむものなのだと思います。「言っ
たからには逃げられない」。それはプレッシャーでもあるかもしれませんが、こうして縁がつながって
いくさまを目の当たりにすると、とても勇気づけられます。

2冊の本のうちの1冊、藤沢周平記念館図録には、鳥海さんのインタビューが収録されているそう
です。ぜひ読んでみたいと思っています。

＊

さて。
あれよという間にゴールデンウィークに突入してしまいました。
私の進めている本は、今週はじめに本文全ページのレイアウト初校がアップし、連休明けの入稿

に向け、現在、校正作業と赤字修正作業を進めているところです。用紙も決まりました。
時間との闘いで苦しいところではありますが、本の姿が見えてきて、うれしくもあり。にんまりとレイ

アウトをながめながら、しかし気を引き締めて、追いこみにかかっていきます。

2010年05月01日　制作中
本文以外の諸 の々テキストを書きまくった2日間。未着手のテキストは、残すところ「あとがき」のみと
なりました……！ しかしこれがむずかしい。

2010年05月06日　制作中
いよいよ印刷所への入稿が迫ってきました。今日はデザイナーさんに赤字を戻し、修正のお願いを。
本文以外のページもお渡ししてきました（おわりにを除く）

デザイナーさんが「泣きながら作業してる」と聞き、タイトスケジュールのせい? と青くなったら、「原
稿を読んでです」と、うれしいお言葉。

今回の本は書体デザイナーさんのインタビュー集なのですが、みなさんのお話が本当におもしろ
かったのです。

2010年05月07日　制作中　脱稿なう！（23:10）
あとは来週の入稿に向け、ひた走ります！（現在デザイナーさんがひた走ってくださってます！）

Twitterで途中経過をつぶやくたび、そうやって皆さんにあたたかい言葉をいただくことが、どん
なに励みになったことか……
（書店に並ぶのを楽しみにしているとリプライをもらい→）ありがとうございます！「書店に並ぶ」とい

う言葉を見て急にドキドキしてきました（笑）いろいろ本や雑誌に関わってきましたが、実は著者として
は初めてだったりします。
（発売楽しみ、要チェックや！と言われ→）ありがとうございます！ 「要チェックや!!」…ヒコイチのセリ

フがこんなにうれしく耳に響いたことはありません！
（元字游工房の岡澤慶秀さんからねぎらいの言葉をいただき→）今回の企画はこれまでいろいろ

な方とお話してきたことがつながり生まれたのですが、そのきっかけのひとつは、4年前でしたか、片
岡さんと岡澤さん（yokokakuさん）の対談で聞いたお話でした。恩人のお一人です。ありがとうござ
います！

2010年05月08日　制作中
昨晩「脱稿なう」と浮かれていたところへ、デザイナーさんからレイアウト修正PDFが届きました。週
明けの印刷所入稿に向けて、入稿前チェックに取りかかります。

2010年05月10日　制作中
さて、残り半分の入稿前チェックを始めます。レイアウトがどんどん整理されて、素敵になっています
(^-^)
（実は『文字をつくる　9人の書体デザイナー』に登場してくださっている、グラフィックデザイナー

の山田和寛さんにねぎらいのリプライをいただき→）おかげさまで、どうにかここまで辿り着くことが
できました。「入稿」ってどきどきしますよね。今週は入稿週間です。滞りなく進みますように……。

2010年05月11日　ついに……
10日間超のごぶさたでした。

ついに、ついに……
ついに、表紙・カバー以外のページを、印刷所に入稿しました！！！
わーーーー！！！
写真に写っているのは左から、カメラマンの雨宮秀也さん、山口デザイン事務所のデザイナー・大

野あかりさん、手前が山口デザイン事務所のアートディレクター・山口信博さん。雨宮さんが用意して
きてくださったプリントの色見本と、出力見本とを見ながら、写真の色味などについて、注意点をうか
がっているところです。とてもていねいに入稿準備をしてくださっていて、しみじみとうれしくなりました。

このあと、表紙とカバーの入稿、色校など、まだまだいくつかの山場はありますが、ひとまず「本文
入稿」という大きな山を越えることができて、ほっとしました。

発売は来月です。詳細はまた、あらためて。
最後まで力を尽くします！

2010年05月14日　タイトル＆発売日が決まりました！
5月11日の本文入稿に続き、昨日13日にはカバーと表紙の入稿が無事完了。まもなく本文の色校が
出てくる予定という当書籍。

これまで仮に「文字の本」と言い続けてきましたが、ようやくタイトルと発売日をお知らせできる段
階となりました！

『文字をつくる　9人の書体デザイナー』
雪 朱里・著
誠文堂新光社・刊
定価：本体2000円＋税
ISBN978-4-416-81038-5
B5判　160ページ

私たちの思いを伝えるのに不可欠な「文字」をつくっている人 が々いる。―９人の書体デザイナーに
聞く文字への思い、書体のつくりかた、組み見本。身のまわりにある書体誕生の背景がわかる一冊。
2010年6月11日発売！

内容の詳細もまた少しずつ、お知らせできればと思います。
発売まで、あと1カ月弱。
みなさま、どうぞよろしくお願いいたします！

2010年05月14日　制作中
（ばんざーい！とコメントをいただき→）ばんざーい！ 著とはいえ、「チーム代表」みたいなもので。関わ
ってくれた皆様に感謝です。

しかし校了は来週、まだまだ気は抜けません。ああ、色校見るのが楽しみ……！
（内田明さんに「題名は中村征宏著『文字をつくる』を踏まえての?」と問われ→）まさに、文字のつ

くりかたを解説されているナールの生みの親・中村さんの名著ですね。
今回の本のタイトルについては、「文字」「つくる」「人」の3つの言葉をどうしても盛り込みたいとい

う思いがありました。「文字は人の手によってつくられている」「文字をつくっている人がいる」ことを伝
えたいというのが、企画の出発点だからです。

ですので『文字をつくる  9人の書体デザイナー』はどちらがメイン、サブではなく、どの言葉が欠
けても成り立たないタイトルだと考えています。

 企画が通ってから1年超、最初の取材から8カ月。長かった……！
（刊行の喜びもひとしおですね、とリプライをいただき→）実は、企画が通るさらに2年前（今から3

年前）に一度ボツになってたりもするのでw、なおさら長く感じます：）

2010年05月17日　最後の校正
先日の「タイトル&発売日決定」の記事にご反応いただいたみなさま、ありがとうございました。当ブ
ログとTwitterのおかげで、この本『文字をつくる　9人の書体デザイナー』を待ってくださっている
方々、興味を持ってくださっている方 の々声を直にうかがうことができて、本当にうれしく思っています。

さて、たくさんお祝いの言葉をいただいたのですが、実はまだ制作作業は終わっておりません。
週末に、表紙・カバー以外の全ページの色校が届きました。

どーん！
さあ、今週は校了週間です！
本日は再びこの本の世界に深く潜って、まえがきから奥付まで、がっつりと校正を進めたいと思い

ます。
ああ、それにしても、色校をぱらぱらめくるだけで、どきどきわくわくします（手前味噌ですみませ

ん）。校正するのが楽しみ！

2010年05月18日　色校チェック！
さて、本日はまたまた山口デザイン事務所さんへ。

昨日、私のほうでチェックした『文字をつくる　9人の書体デザイナー』の色校の赤字をお渡しに行
ってきました。

同時進行で、山口さん・大野さん、撮影の雨宮さんにも色味などのチェックをしていただいていま
した。今日のうちあわせでその内容をすりあわせて、必要な部分はデータの修正をし、印刷所に戻
す準備を進めます。

9人の書体デザイナーの方 そ々れぞれのトビラはポートレート。これがどんなふうに上がってくるか
ドキドキしていたのですが、あたたかみのある風合いに仕上がっていてホッ。いい感じです。
「写真ももちろん大事だけれど、この本は文字の本だから、文字の濃度にばらつきがないようにし

たいですね」と山口さん。なるほど、なるほど。
さて、次はいよいよ印刷所への戻しに向けての準備です。その前に、カバーと表紙の校正も見なく

ては。どんどん本の姿がくっきりと見えてきて、楽しい日 で々す。

2010年05月20日　いよいよクライマックスへ！
さてさて、本日はまた山口デザイン事務所さんへ。誠文堂新光社の編集Oさん、大熊整美堂さん（印
刷所）も一緒です。そう、今日は色校を印刷所に戻す日だったのです。

赤が入ったところを1台1台、山口さん、大野さんから説明していただいた後、全体として目指す方
向性について打ち合わせ。この本だからこその印刷についての考えかたなど、お話をうかがってい
て、私も勉強になりました。

カバーと表紙の色校も、その場で拝見。いい感じで、思わずにんまり。
ひととおり打ち合わせを終えて、修正データと赤入れした色校紙を大熊整美堂さんにお渡ししま

した。よろしくお願いいたします！
↑「おまかせください！」と大熊整美堂さん。
さあ、来週はいよいよ印刷。
クライマックスに突入です！！

2010年05月26日　印刷立ち会いへ！
さて、昨日は山口デザイン事務所の山口さん、大野さん、カメラマンの雨宮さん、誠文堂新光社の編
集Oさん、そしてわたくし雪の総勢5人で、文京区小石川にある印刷所・大熊整美堂さんにうかがっ
てきました。印刷立ち会いです！
１）工場のあちこちに『文字をつくる　9人の書体デザイナー』と書かれた伝票が置かれていて、当た

り前のことなのですが、ああ、ここで刷られていくんだなあ……としみじみ痛感。
２）今回の本はカラー（4C）とモノクロ（1C）がちょうど半 な々のですが、「文字」をテーマにした本であ

り、組み見本のページもあることから、まずは1Cの台でバッチリ「これで！」という見本をつくり、それ
に合わせて4Cも調整していきたい、というアートディレクター・山口さんの方針から、まずは1C台
を見せてもらうことに。

３）隅から隅までたんねんにチェックをし……
注意点など赤字で書き込んでいきます。

４）何種類か用意していただいていた刷りだしを見比べて、「これで！」という見本に、OKサインが入り
ました。

５）さあ、次は4Cです。
印刷は、こちらの機械で。

６）ふと機械の横を見ると、入稿時にお渡しした「色見本」にメモが添えられ、置かれていました。
『文字をつくろう』（笑）
ちなみに本書のタイトルは『文字をつくる　9人の書体デザイナー』なのですが、『文字をつくろう』
という本も楽しそうですよね。つくりたくなりました。

7）4Cも、数パターンの色味で用意していただいた刷りだしを、ていねいに見比べていきます。
8）ルーペを使い、細かいところまでチェック。この後、先ほど決めた1Cの見本と並べ、文字濃度にム

ラがないかも確認。
9）4CもOKサインが出ました！

ここまでざっと1時間弱。おそるべきスムーズさで、印刷立ち会いは終了。OKサインの入った見本
に従い、印刷を進めていただくことに。

10）刷りだしを眺めていたら、仕上がりがますます楽しみになってきました！

2010年06月03日　制作中
（雨宮さんの写真も楽しみ、と言われ）雨宮さんの写真、ふんだんに掲載しています。人とモノ、文字

を取り巻く空気感までもを写し取ってくれました。

2010年06月04日　制作中
発売1週間前となった本日。先ほど編集さんから、『文字をつくる 9人の書体デザイナー』の見本が
上がってきたと連絡が入りました！ 明日には手元に届きます。いまからドキドキしてます！

（初心者でも楽しめる内容ですか？と問われ）ふだん目にしている文字（書体）を、どんな人たちが、
どんなことを考えながら、どんな風につくっているのか」を見てみたい方なら、どなたにも楽しんでい
ただけると思います。書体デザイナーさんのインタビュー集です。

2010年06月07日　制作中
小宮山博史さんの「原字ものがたり」展に行ってきました。やはり原字は美しいです。細やかな気遣
いがよくわかり、見入ってしまいました。

小宮山博史さんが企画された、人形町Vision'sの「原字ものがたり」展へ。原字って本当に美しい
のです。人が書いたとは信じられないほど。小宮山さんはとてもフランクに、来場された方に解説をな
さっていました。在廊日（12、19土曜）はかなりおすすめ。平野甲賀さんがいらしてて、ご挨拶しました。

「原字ものがたり」展、丸明オールドの片岡朗さんは確か手書きの原字がないはず、どういう展示
なんだろうと思っていたら、骨格→肉づけ→完成の過程をパネルにしていました。どんなふうに肉づ
けをしたのかとてもよくわかって、興味深かったです。手書き原字を見るのとはまた違った面白さ。

2010年06月08日　見本出来！
いよいよ今週金曜日に発売が迫ってきました当書籍、『文字をつくる　9人の書体デザイナー』。

6月5日（土）、私の手元に見本が届きました。本になった形を見るのは、当然、初めてです。
前日には編集Oさんから、見本出来の旨、聞いていましたので、到着を心待ちにしていたのです

が、いざ届いてみると……、ど、どきどきして、ページをめくれない！！！
1）まずは手に取って、本の重みを感じながら外まわりをながめ、
２）（表紙と背のタイトル部分はスミ箔になっています）
３）そっと中を開きました。
４）ぱら……
５）ぱらぱら……
６）ぱらぱらぱら……
…………。
ああ、完成したんだな……！　襲ってくる実感。
しかしやはり、いまだに手に取る時にどきどきしてしまいます。みなさま、どうぞよろしくお願いいた

します！

2010年06月10日　制作中
感涙……。（ →小林功二さんから次の感想をいただき：「文字をつくる9人の書体デザイナー」を少し
ずつ読んでいます。1人目の鳥海さんの話を読み切って、いま、目頭が熱く……。ひとつのことに打ち込
んでいる方の歴史を、本当に丁寧に言葉にされていて、まるで一遍の小説を読んでいるような感覚。）

2010年06月11日　『文字をつくる　9人の書体デザイナー』いよいよ発売です！
さて、本日6月11日が発売日となっていました『文字をつくる　9人の書体デザイナー』。早いところでは
夜から店頭に並び始めていたようです。行き渡るにはおそらく来週前半ごろまでかかると思われます。

また、ネット書店でも、在庫ありのところ、予約受付中のところ、現在在庫切れ扱いのところなどさ
まざま。Twitterを通じて寄せていただいた「店頭目撃情報」を随時お知らせしていますので、そちら
も参考にしていただければ幸いです。

みなさまのお手元になかなかお届けできず、申し訳ありません。
引き続き、どうぞよろしくお願いいたします！

2010年06月12日　『文字をつくる　9人の書体デザイナー』目次公開
さて、6月11日から店頭に並びはじめてきている『文字をつくる　9人の書体デザイナー』。

ご登場の9人のお名前はすでにお知らせしてありますが、当書籍の購入を検討してくださってい
る方のために、本日は、さらにくわしい目次を公開してしまいます！　なんとなく、雰囲気が伝わるでし
ょうか？
『文字をつくる　9人の書体デザイナー』

私たちの思いを伝えるのに不可欠な「文字」をつくっている人々がいるーー。9人の書体デザイ
ナーに聞く文字への思い、書体のつくりかた、組み見本。身のまわりにある書体誕生の背景がわか
る一冊。

書体デザインメイキング、完成書体組み見本、完成書体使用例のほか、原字や金属活字、写植文
字盤の写真など、豊富なビジュアルとともに書体デザイナーの仕事を紹介します。

【目次】
鳥海 修
原風景のなかの文字／写研の新人研修／四〇歳は四〇歳の文字を書く／自然に在る文字のな
かに
杉本幸治
明朝体の好きな子ども／社員にも非公開の「文字をつくる部署」／あこがれの書体設計／「晃文
堂明朝」そして「本明朝」へ／人生にあったらいいなと思う文字
鈴木 功
あのころと、つながっていた／もっと漢字を知りたくて／媒体専用フォント／文字というプロジェク
ト／持続する喜び
西塚涼子
きれいな文字を書きたがる一族／運命の出会い／就職難／念願の仕事／もう一度、定家へ／
最後まで楽しいのなら
大平善道
写植との出会い／書体を意識した瞬間／写植ならではの表現／仮名書体への挑戦／Ｍａｃが可
能にしたこと／初めてのデジタルフォント／自分のなかに柱を持つ
片岡 朗
しつこさって、けっこう大事／評価されないとふっきれない／看板書きから始まった／自分の骨格
を見つける
小林 章
欧文タイプディレクター誕生／書道は怖い？／寄席文字とカリグラフィ／人とのつながり／日本も
海外も……

〈レポート〉もっと知ってほしい、欧文書体のこと（小林章の欧文フォント・ワークショップ）
小宮山博史
出会い／敬之輔先生／初めての文字修業／無から構築する醍醐味／活字の歴史とわくわくす
る未来／イタコ的存在
小塚昌彦
印刷工場と壁新聞／墨入れの日々／文字と技術／つくるのは自分／デジタルフォントの出現／
いつも技術革新の先達に／駕篭に乗る人、かつぐ人……

＊

上記インタビュー記事のほか、それぞれのかたの記事に、「書体の制作過程〈Making〉」「組み見本」
がつく三部構成が基本となっています。

文字／書体／フォントが好きでたまらないというかたはもちろん、ビジュアルをふんだんに掲載し
ていますので、文字のことはよく知らないけれどちょっと気になるというかたにもお楽しみいただける
内容になっていると思います。

ぜひご覧いただければ幸いです。よろしくお願いいたします！

2010年06月17日　『文字をつくる　9人の書体デザイナー』紹介御礼＆ご感
想お待ちしています！

『文字をつくる　9人の書体デザイナー』、発売してから明日でちょうど1週間が経ちます。たくさんの
方々が予約してくださっていたため、Amazonでは入荷待ち状態が続き、ご迷惑をおかけしていま
す。申し訳ありません。ご注文くださった方々、いましばらくお待ちいただければ幸いです。書店店頭
には、だいぶ行き渡ってきたようです。

さて、いくつか拙著を取り上げていただいたので、御礼とご紹介を。
◉まずは本書に登場する「9人の書体デザイナー」のおひとり、ドイツの小林 章さん。

デザインの現場 小林章の「タイプディレクターの眼」：『文字をつくる9人の書体デザイナー』い
よいよ発売！

本が発売してすぐに、ブログに書いてくださいました。
〈著者の雪さんは、昨年１０月の私のフォントデザイン・ワークショップに２日間張り付いていまし

た。雨宮さんによるワークショップの写真も見事です。雰囲気がほんとうにあんな感じだった。どう
やったらあんなふうに撮れるんだろう。……〉

昨年10月に東京TDCが主催した「小林章 欧文フォント・ワークショップ」のレポートを本書に掲
載しているのですが、このページの写真を見て、小林さんがとても喜んでくださったんです。どん
な写真か気になる方は、本書をご覧になってみてくださいね。

◉続いて、本書で撮影を担当してくださった、写真家の雨宮秀也さん。美しい外観写真とともに、本
のことを紹介してくださいました。
amemiya photo office ： 雪 朱里さんとの仕事（100616付）

〈文字を作る人々について。謎だらけな世界だった。多分ほとんど世間的にも知られていない職
業だろう。この業界に愛情のある雪さんの文章はともかく面白くて、ついつい読み込んでしまう。写真
ページもかなり多い構成だけど、僕の写真は雪さんの文章にやられた。相手に対しての取り組みか
たの度合いが違うのだ。……〉

なんという、うれしいご紹介。
雨宮さんは今回の「文字をつくる人と、その仕事場」の撮影を本当に楽しんでくださって、そのこと

が、写真を通じてとてもよく伝わってきます。今回の本では、とにかくたくさん写真を載せたかったの
です。雨宮さんなしには成り立たない本でした。

◉最後に、フォントについて充実した情報を掲載し、人気を博しているフォントブログさん。
フォントブログ：文字をつくる　9人の書体デザイナー … 著名な書体デザイナーの熱い思い、書

体のメインキング・組見本が1冊に
〈話題になっていた「文字をつくる　9人の書体デザイナー」がついに発売されました。著者の雪 

朱里さんが、日本を代表する著名な9人の書体デザイナーの方 を々、丁寧に丁寧に取材され、インタ
ビューと書体制作のメイキングが1冊にまとめられた本です。……〉

撮り下ろしてくださった美しい写真とともに、素敵に掲載してくださっています。上記引用部分では
ありませんが、記事のなかで、この本を通じて私が一番伝えたかったことに反応してくださっていて、
感激しました。

◉そのほか、Twitterを通じてもたくさんの「買ったよ」のご報告や、ご感想をお寄せいただいてい
ます。みなさま、本当にありがとうございます！

引き続き、ブログやTwitterなどでご感想をお寄せいただければ幸いです。「こういう本があった
らいいのに」というリクエストも大歓迎。今後の参考にさせていただきます。私のスタンスは「専門家」
ではなく「読者代表」ですので、みなさんが読みたい本、テーマを、みなさんを代表して取材していけ
ればと思っています。

2010年06月12日　コメントを受けて
媒体は変われども、作り手のこだわりは変わりませんね。作り方は変わったとしても。ただやはり、媒
体ごとに適した書体はあるのだと。これまでもその時々の技術に応じて書体設計は変わってきてい
るはず。

先月、毎日新聞日曜版で数回にわたり活版印刷が取り上げられており、種字直彫り師・清水さん
の記事で、毎日新聞書体社内制作のことを記者も調べてみてわかった様子に驚きました。 

小塚昌彦さんのお話をうかがっていると、毎日新聞社は活字への取り組みに力を注いでおり、し
かしそのことは（私もよく知らなかったのと同様に）伝わっていない。「文字をつくる」人と技術を伝え
たいと改めて痛感した出来事でした。

2010年06月12日　コメントを受けて
仕事場って本当に面白いですよね。道具とか書棚とか。7年前「エディトリアルデザイナーの仕事場」
という記事を担当して以降、各媒体で仕事場を訪ねていますが、飽きません。

2010年06月12日　コメントを受けて
『文字をつくる　９人の書体デザイナー』で撮影を担当してくださった写真家の雨宮秀也さんが、ウェ
ブで本のことを書いてくださいました。（100616付）
「この業界に愛情のある雪さんの文章はともかく面白くて、ついつい読み込んでしまう」……。

感涙。
『文字をつくる　９人の書体デザイナー』について何人かの方から「著者の愛が感じられる」とのご

感想をいただいていますが、それはきっと、撮影の雨宮さん、アートディレクションの山口さん、デザイ
ンの大野さん、編集Oさん……チームを組んだみなさんが、愛をもってこの仕事に取り組んでくれた
から。

それはほんとうに、しあわせなことだと思います。みなさまに感謝。

2010年06月18日　『文字をつくる　9人の書体デザイナー』を出版
6月11日（金）、初めての著書が出版されました。『文字をつくる　9人の書体デザイナー』という、書
体デザイナーのインタビュー集です。

わたしは出版社に入る前、印刷会社に勤めていまして、写植見本帳とにらめっこをしながら、毎日、
写植指定にいそしんでいた時代があり、「文字」というものにずっと関心を抱いてきました。

そうして、ここ数年のデザイン誌関連での仕事を通じ、身のまわりにある美しい書体の数 を々つく
っている人々がいる、ということに驚き、その素晴らしい仕事と、書体デザイナーの存在を、いろいろ
なかたに伝えられれば……と考えたことが、今回の企画につながっています。

デザインをお願いした山口信博さんと大野あかりさん、撮影の雨宮秀也さんが、とても丁寧に取り
組んでくださり、書体デザインという「手仕事」の魅力が伝わる、美しい本に仕上げてくださいました。
写真が豊富なので、ぱらぱらながめるだけでも楽しい一冊になっていると思います。

もし興味をお持ちいただけるようでしたら、ご一読いただけると幸いです。よろしくお願いいた
します。

2010年06月28日　コメントを受けて
（インタビュアーにとってもよいインタビューであったのでは、のコメントをいただき→）はい。今回の本

をつくれたことは、だれより私の実になりました。ひとつひとつのインタビューが、本当に素晴らしい時
間でした。
（書体の背景を知ると、書体を選ぶ面白さが深くなる、というコメントを受けて→）ああ、そう言って

いただけるのが一番の喜びです！　本当にありがとうございます。

2010年07月14日　『文字をつくる　9人の書体デザイナー』のデザインコンセプト
はやいもので、『文字をつくる　9人の書体デザイナー』を発売してから約1カ月が経ちました。

その後もご感想をお寄せいただいていますが、本の内容についてもさることながら、本書のデザ
インや写真について、たくさんのお褒めの言葉をいただいています。カバーにデザインされた9人そ
れぞれのマークの意味へのご質問も何度か受けました。

そこで今回は、ブックデザインを担当してくださった山口デザイン事務所の山口信博さん、大野あ
かりさんに、デザインコンセプトをお話いただこうと思います。

山口さんには、これまで『デザインノート』誌で何度か取材させていただいたことがありましたが、
お仕事をお願いするのは初めてのことでした。しかし今回、「文字になんとなく興味はあるけれど、あ
まりよく知らない……」というかたにも手に取っていただきやすい、写真をふんだんに使った「見て読
んで楽しい本」にしたい、と考えたときに浮かんだのが、山口さんがこれまでデザインされてきた本の
数 で々した。

文字や文字組みにこだわりをもち、手仕事に関心を注いでおられることは、これまでのお仕事を
拝見しているとわかります。山口さんならきっと、今回の本のコンセプトに共感してくださるに違いな
い。そう思って、デザインをお願いしました。

撮影を担当してくださった雨宮秀也さんは、山口さんからのご紹介でした。お仕事をお願いした後
で、雨宮さんもまた、文字にとても興味を持っていらしたと知りました。今回、このチームで本を制作で
きたこと、本当によかったと思っています。

……前置きが長くなってしまい、すみません。では、山口さん、大野さんからいただいたデザイン
コンセプトについてのお話をお読みください。

＊

山口信博さん、大野あかりさんに聞く
『文字をつくる　9人の書体デザイナー』デザインコンセプト

 
■本全体のデザインについて
黒子に徹して無色透明にデザインしようと心がけました。地味だけれど飽きのこない、品格のある本
にしたいと思い、特殊な印刷や特別な紙などは、極力使わないようにしました。

文字についての本ですので、文章は読みやすく、文字組みも自然にと心がけました。
印刷においては、本文の文字濃度が均一になるように注意しましたが、特に組み見本のページの

文字濃度には、いちばん気を配ったつもりです。

■使用している書体について
この本では、9人の書体デザイナーさんそれぞれに自由に組んでいただいた組み見本のページが
見所でもあります。

本全体の中でこのページが際立って見えるように、本文にはなるべくくせのない、オーソドックスな
「リュウミンPro R」を使いました。

扉ページの書体は大きくしてもきれいな「ZENオールド明朝R」を使っています。
カバーでは、漢字には「ZENオールド明朝R」を、仮名には「遊築36ポ仮名W3」を選んでいます。
いろいろな書体で試してみましたが、この本のタイトルには、この2種類の文字の組み合わせが

一番内容にあっていると判断しました。
山口信博
大野あかり

＊

今回はここまで。
次回はお待ちかね、カバーデザインと、写真についてのお話を掲載したいと思います。乞うご

期待！

2010年07月16日　『文字をつくる　9人の書体デザイナー』のデザインコンセ
プト その2

『文字をつくる　9人の書体デザイナー』のデザインコンセプトを、ブックデザインを担当してくださった山口信博
さん、大野あかりさんに聞くシリーズその2。

前回は、本全体のデザインコンセプトと、使用している書体についてのお話を載せました。続く今回は、カバー
デザインと写真についてのお話です。さっそくどうぞ。

＊

山口信博さん、大野あかりさんに聞く
『文字をつくる　9人の書体デザイナー』デザインコンセプト その2

■カバーのデザインについて
雪さんの文章を読んで、書体デザイナーの方 の々文字に対する考えかたや、文字をデザインする時
の発想のしかた、その制作のプロセスに、こんなにも違いがあるのかと驚きました。

その違いを、日本語の単位である正方形を使ってアイコンとしてグラフィカルに表そうと考えました。
この本では無色透明なデザインを心がけましたが、唯一イメージ的で恣意的な部分です。
それぞれの形の意味は、見る人に自由に想像していただけたらと思いますが、このデザインの理

由を簡単に説明させていただきます。
〈鳥海修さん〉

文字が「空気や水のように」あたりまえの存在であってほしいという鳥海さんの言葉から、シンプル
に、白い正方形にしました。

〈杉本幸治さん〉
文字をデザインするというよりは、設計するという感覚に近いという杉本さん。精密な数値を用いて
文字を作る様子を、グリッドで表しています。

〈鈴木功さん〉
文字設計をプロジェクトとして考えておられる鈴木さん。長体の展開まで初めから構想に入れてデ
ザインしたというアクシスフォントのイメージから。

〈西塚涼子さん〉
かづらき書体のイメージです。正方形のマス目から解放された、自由でのびやかな日本語の散らし
書きの雰囲気が出せたらと思いました。

〈大平善道さん〉
写植オペレーターからスタートされた大平さん。カメラマンの雨宮さんが撮影された、大平さんが写
植の文字盤を持っている写真が印象的でした。写植の文字盤のイメージです。

〈片岡朗さん〉
太さではなく、形の違いでファミリー展開を考えておられるのが片岡さんらしいと思いました。角のと
れた大きさの違う２つの四角形で表しています。

〈小林章さん〉
「文字から不快な要素をあらかじめ取り除くのが書体デザイナーの仕事」と語る小林さん。細かい調

整を何度も繰り返して文字がつくられている様子を表しています。
〈小宮山博史さん〉
「静かに、表に出ず……」「書体はただ、読者のためだけにある」

そういう小宮山さんの言葉に力強さを感じて、黒い正方形に。
〈小塚昌彦さん〉

大量の文字をチームで短期間に効率よく作るために、漢字の分類分けから始めたという小塚さん。
漢字が、つくりやへんなどのエレメントからなっていることを表しています。

■写真について
写真は、雨宮秀也さんにお願いしました。

彼は、さあ写真を撮りますといって身構えて写真を撮りません。彼が身構えていないので、被写体
の人 も々身構えない自然な姿になります。いつ撮ったのかわからないうちに重要なポイントはちゃん
と押さえてあるという人です。

そういうパーソナリティですから、最初に大きな方向性とポイントを打ち合わせしておけば、あとは
現場で彼が感じたことをいきいきと撮ってもらえばいいと思っています。

今回も成功したと思っています。

山口信博
大野あかり

＊

山口さん、大野さん、ご解説ありがとうございました！
そして雨宮さん、素敵な写真を本当にありがとうございました。

『文字をつくる  9人の書体デザイナー』
制作日記
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＊本稿はブログ「文字の本を作っています」（http://blog.livedoor.jp/mojibook/）で連載された日記を抜粋、再録したものです。
掲載にあたっては適宜編集し、写真は割愛しました。


